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問
題
の
所
在

第
二
次
石
油
危
機
と
日
本
の
国
際
競
争
力

石
油
危
機
後
の
日
米
閥
の
経
済
的
対
応
の
相
違

第
二
次
石
油
危
機
と
国
富
の
減
少

石
油
価
格
上
昇
と
国
内
市
場
の
縮
小

市
場
面
か
ら
の
技
術
開
発

販
売
市
場
の
拡
大
と
輸
出

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
米
国
経
済
の
国
際
競
争
力
の
低
下
原
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
ド
ル
「
価
値
」
安
定
と
高
金
利
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
金
融
の
自
由
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
高
金
利
政
策
と
技
術
革
新
の
立
ち
遅
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
財
政
赤
字
と
高
金
利
政
策
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1

二
〇

ま
　
え
　
が
　
き

　
一
九
八
五
年
九
月
二
二
日
G
5
会
議
（
五
ケ
国
大
蔵
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
）
以
降
、
円
．
ド
ル
交
換
比
率
は
、
急
激
に
か
つ
大

幅
に
変
動
し
た
。
政
策
的
誘
導
を
契
機
に
、
事
実
上
の
日
米
間
の
経
済
力
の
格
差
が
為
替
相
場
に
反
映
さ
れ
、
会
議
開
催
前
に
は
一
ド
ル

“
二
四
〇
円
で
あ
っ
た
為
替
相
場
は
、
一
年
七
ケ
月
後
の
八
七
年
四
月
に
は
一
ド
ル
“
一
四
〇
円
と
な
り
、
I
M
F
方
式
で
は
七
一
．
四

％
の
円
高
・
ド
ル
安
と
な
っ
た
。

　
比
較
的
入
手
し
や
す
い
中
央
官
庁
や
輸
出
地
場
産
業
産
地
⑳
調
査
報
告
に
目
を
通
す
と
、
H
受
注
量
の
減
少
、
新
規
成
約
ス
ト
ッ
プ
、

口
円
高
を
見
こ
し
た
輸
出
商
品
価
格
の
値
下
げ
、
輸
出
商
品
の
円
手
取
価
格
の
減
少
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
よ
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
、
低
価
格

商
品
登
場
、
国
資
金
繰
り
の
悪
化
、
四
在
庫
の
増
加
、
設
備
の
遊
休
化
、
国
新
興
工
業
国
か
ら
の
輸
入
増
加
、
因
人
員
の
整
理
、
倒
産
、

廃
業
、
下
請
取
引
の
悪
化
の
諸
現
象
が
顕
著
で
あ
る
（
表
1
1
1
）
。

　
企
業
や
産
地
の
対
策
と
し
て
は
、
H
輸
出
商
品
価
格
の
引
上
げ
、
口
輸
出
市
場
の
転
換
、
日
事
業
の
拶
角
化
、
新
事
業
へ
の
転
換
、
内

需
へ
の
転
換
、
高
級
品
化
、
四
過
剰
設
備
の
廃
棄
、
生
産
工
程
の
合
理
化
、
企
業
合
理
化
、
国
海
外
生
産
、
海
外
輸
入
の
増
加
、
因
技
術

革
新
、
研
究
・
人
材
開
発
の
強
化
等
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　
円
高
・
ド
ル
安
は
、
わ
が
国
の
産
業
全
体
に
わ
た
っ
て
同
一
の
作
用
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
一
方
で
は
、
H
輸
入
原
材
料
の
価
格

低
下
・
口
石
油
、
石
炭
、
ガ
ス
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
下
落
、
日
金
利
水
準
の
低
下
、
四
完
成
品
及
び
半
製
品
の
輸
入
価
格
の
値
下
り

に
よ
っ
て
、
円
高
差
益
を
受
け
て
い
る
業
種
が
あ
り
、
他
方
で
は
同
じ
く
、
輸
出
産
業
に
お
い
て
も
、
H
輸
出
価
格
の
値
上
げ
が
で
き
ず
、

さ
ら
に
新
興
工
業
国
か
ら
の
輸
入
増
に
よ
り
企
業
経
営
の
著
し
く
困
難
な
構
造
的
不
況
業
種
（
鉄
鋼
、
造
船
、
石
炭
、
ア
ル
、
、
、
精
錬
、
繊



維
）
と
、
口
円
高
・
ド
ル
安
下
に
お
い
て
も
、
国
際
価
格
競
争
力
を
も
ち
、
ド
ル
建
輸
出
価
格
を
引
き
あ
げ
て
も
、
輸
出
数
量
の
減
少
が

と
も
な
わ
な
い
業
種
（
自
動
車
産
業
、
電
気
機
械
工
業
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
精
密
金
型
等
の
一
般
機
械
工
業
）
が
あ
り
、
そ
の
中
間
形
態
に
、

国
輸
出
地
場
産
業
、
四
下
請
中
小
企
業
が
位
置
を
占
め
て
い
る
。
立
地
し
て
い
る
産
業
の
種
類
や
規
模
や
地
域
と
の
連
関
性
や
展
開
能
力

の
相
違
に
応
じ
て
、
為
替
レ
ー
ト
の
急
激
な
変
化
に
よ
る
企
業
の
経
営
状
況
や
地
域
経
済
へ
の
影
響
も
大
き
く
相
違
し
て
い
る
。
し
か
し
．

な
が
ら
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
が
急
激
で
あ
り
、
さ
ら
に
円
高
傾
向
が
長
期
化
す
る
に
し
た
が
い
、
生
産
規
模
の
縮
小
、
雇
用
調
整
、
在

庫
減
ら
し
、
設
備
投
資
の
抑
制
な
ど
減
量
経
営
、
生
産
縮
小
か
ら
次
第
に
事
業
経
営
の
多
角
化
、
技
術
革
新
、
研
究
開
発
の
重
視
へ
と
移

っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
、
円
高
の
影
響
は
、
当
初
製
造
業
を
直
撃
し
、
次
第
に
流
通
業
、
運
輸
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
へ
波
及
し
、
農
林
業
、

過
疎
地
域
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
現
象
に
対
し
て
少
な
く
と
も
次
の
事
柄
が
問
題
と
な
る
。

　
第
一
に
、
急
激
な
円
高
・
ド
ル
安
が
長
期
化
す
る
基
本
的
な
仕
組
み
、
経
済
的
な
背
景
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
円
高
・
ド
ル
安

が
一
時
的
な
現
象
で
は
な
く
、
長
期
的
、
趨
勢
的
な
現
象
を
呈
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
原
因
が
結
果
と
な
り
結
果
が
原
因
と
な
る
と
い
っ
た

再
生
産
の
仕
組
み
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
七
七
～
八
年
の
円
高
・
ド
ル
安
の
時
代
に
は
、
円
高
に
よ
っ
て
輸
出
の
困
難
、
輸
入
増
、
さ

ら
に
石
油
危
機
も
加
わ
っ
て
、
逆
に
円
安
・
ド
ル
高
に
転
じ
た
。
し
か
し
八
五
年
九
月
G
5
会
議
以
降
の
円
高
は
傾
向
と
し
て
定
着
し
つ

つ
あ
る
。
こ
の
背
景
な
い
し
仕
組
み
は
何
で
あ
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
円
高
・
ド
ル
安
が
急
激
に
進
行
す
れ
ば
、

輸
入
増
と
輸
出
減
に
な
り
、
貿
易
収
支
は
改
善
さ
れ
て
ゆ
く
と
主
張
さ
れ
て
き
た
が
、
六
一
年
度
に
お
い
て
は
、
ド
ル
建
で
は
輸
出
が
輸

入
の
約
二
倍
と
な
り
、
未
曽
有
の
貿
易
収
支
の
黒
字
（
一
、
〇
一
四
億
ド
ル
）
と
な
っ
て
い
る
。
貿
易
摩
擦
は
一
だ
ん
と
深
刻
化
し
、
国

際
競
争
力
の
弱
い
農
林
業
、
中
小
企
業
製
品
の
輸
入
増
、
海
外
直
接
投
資
、
海
外
技
術
移
転
、
半
導
体
等
の
輸
出
規
制
に
及
ん
で
い
る
が
、

当
初
期
待
さ
れ
て
い
た
円
高
・
ド
ル
安
に
よ
る
貿
易
収
支
の
改
善
が
行
わ
れ
な
い
理
由
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
国
企
業
の
国
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表1－1　円背の影響が産業・地域にどのようにあらわれているか

一
円
高

ド
ル
安
の
根
拠
に
つ
い
て
一

円　　　　　　高

円高のメ　リッ　トと対応
直　　　　　　　　　　　　　　　　接

国　　　　　　　　際 販原材蒋

ｿ格の低下

原　　油

ｿ格の低下

電力料金

�@下　げ

金　　利

�@下　げ

屠際競争力

瘟ｺ
輪　入　増 輸　出　減

受注・成約

ﾌ鱗少、ス

gップ

既契約分の

Lャンセル
l引き綿期
@期

農林水産業
北海道・香
�E秋田・
�岡・ロ肌

北巌道・長
北　海道

三　　　重

i水産缶詰）
鳥取・徳島

北海道・秋
c・福岡・

ｷ崎

宮城。鳥取
k海道・癒 鳥　　　取 鳥　　　取

鉱　　　業

茨城（石材｝

R口・幅岡
oセメント）

京都・福岡 山口・福岡
北海遭【石
Y〕

ｷ符

幅　　　阿

kセメント）

山口1セメ
塔g｝・福
ｪ1セメント1

鉄　　　鋼
福岡・北海
ｹ・兵障・
ｹ取

北海道・兵

ﾉ
兵庫・鳥取

三重・富山

ｺ庫．。長崎

茨城・福岡

ｺ庫

茨城・愛知

R口・長崎
兵　　　庫

一般機械
秋田・長野

O重・鳥取
鳥　　取

秋田・長野

O重・兵庫

三重〔工作
@械）鳥取
i一般機械）

兵　　　庫
愛知・山口

O重・兵庫

山形・宮城

､知・長野

電　　　気 秋田・兵庫
三　　　重

i重　　電｝

宮城（弱電）

x山。鳥取

茨城・福剛

ｷ野・鳥取

山形・宮城

�

宮城・茨城

ｺ庫

輸　　　送

楕　　　密 長　　　野

化　　　学 幅町・富山 山　　　口

窯業・建材
愛　　　知

i陶磁器〕

愛　　　知

i陶磁器）
三　　　重

ゴ　　　　ム 兵庫（皮革）

繊　　　維
山形（ニッ
g｝。香川
k縫製）

山形・愛知

椏s・香川

愛知・香川

x山

富山。兵庫

ｿ島

紙・パルプ

石油・石炭

非　　　鉄 秋田・兵庫

金　　　属 鹿　児島， 兵庫・徳島 兵　　庫 茨　　城

建　　　設
北海道・山
`・愛知・
O重

山形・鳥取

卸・小売業 宮城・茨城 山　　　形

サービス 長崎（観光）
山形・秋田
ｹ取・京都
揄ｪし

三重（百貨㊧

ｷ蔚〔観光）

電力・ガス

〔注）円高メリットの電気料金の引下げのうち、サービスに該当する地域はすべて百貨店をさす。

（出所）経済企古庁洞査局r地域経済の現況一地域景気懇談会総省」昭和61年9月16日、むよびr地域経済動向」昭租62年2月23日より
　　　作成したもの。
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二
六

際
競
争
力
が
円
高
の
原
因
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
円
高
が
長
期
化
し
、
定
着
し
て
ゆ
く
に
し
た
が
い
、
急
速
に
商
品
・
技
術
開
発
や
産

業
構
造
の
調
整
が
す
す
み
、
国
際
競
争
力
は
今
や
円
高
の
結
果
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
ド
ル
安
に
よ
っ
て
輸

出
が
増
加
し
再
輸
入
が
減
少
す
る
傾
向
が
顕
著
に
み
ら
れ
ず
、
経
常
収
支
の
赤
字
は
依
然
と
し
て
続
き
、
そ
の
赤
字
を
長
期
資
本
収
支
の

黒
字
”
債
務
で
補
完
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ド
ル
高
か
ら
ド
ル
安
へ
の
為
替
調
整
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
強
化
の
原
因
と
は
な
ら
ず
、
逆

に
そ
の
弱
体
化
を
深
め
、
そ
れ
を
露
呈
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ド
ル
安
・
円
高
が
長
期
化
し
、
深
刻
化
し
て
ゆ
く
仕
組

み
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

　
第
二
に
、
急
激
な
円
高
・
ド
ル
安
が
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
す
れ
ば
、
わ
が
国
の
産
業
調
整
は
い
か
に
推
進
さ
れ
、
再
編
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
第
一
の
問
題
に
つ
い
て
少
し
と
り
あ
げ
て
お
き
た
い
。

　
（
1
）
　
第
二
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
　
「
円
高
・
ド
ル
安
と
輸
出
企
業
の
変
化
」
福
島
経
済
研
究
所
『
福
島
の
進
路
』
昭
和
六
二
年
七
月
号
を
参
照
さ
れ

　
　
　
た
い
。

問
題
の
所
在

　
G
5
会
議
以
降
の
輸
出
企
業
や
輸
出
地
場
産
業
の
統
計
資
料
に
目
を
通
す
と
、
、
一
方
で
は
円
高
・
ド
ル
安
に
よ
り
、
輸
入
原
材
料
品
価

格
の
低
下
、
原
温
や
電
気
料
金
や
L
P
ガ
ス
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
値
下
り
、
金
利
低
下
等
の
面
で
は
有
利
な
条
件
が
生
じ
て
い
る
こ

と
は
否
定
し
な
い
が
、
他
方
で
は
ド
ル
建
、
円
建
の
差
別
な
く
、
．
ド
ル
高
・
円
安
か
ら
円
高
・
ド
ル
安
へ
の
急
激
な
為
替
相
場
の
変
化
と

そ
の
長
期
化
に
よ
り
、
輸
出
企
業
や
輸
出
産
地
は
深
刻
な
状
況
下
に
あ
る
。
輸
出
商
品
価
格
の
下
落
、
受
注
成
約
の
減
少
、
既
存
契
約
の

キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
つ
ぎ
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
既
存
契
約
価
格
の
値
引
き
、
商
品
の
納
期
延
期
、
納
入
商
品
数
量
の
縮
減
が
不
可
能
な
企



　　　　表1－3　瀬戸市陶磁器生産，輸出の推移

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金額：百万円）

　　　　　　1生産金釧輸出金釧輸出比率嵯鳴

58年1川4，1・9b・758142・3刺2・252
59，1－ P（1鵬（fll颪142・引（1身1霧

6・・引（12劉（磐副41・1i（罷
61・1

鼈黷

燃「一（鵠i36五1（1脇ﾐ
62コート i購『■lllill－1一一3・・引（191占31ﾐ

1　（）内対前年同月比（％）ﾐ

2　愛知県陶磁器工業協同組合員の生産状況ﾐ

出所）r愛陶工時報』昭和62年3月20日号より作成ﾐ

円
高
・
ド
ル
安
の
根
拠
に
つ
い
て
4
ﾐ

に
あ
っ
て
は
、
今
後
の
受
注
成
約
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
た
と
え
ば
、
表
I
1
ﾐ

は
瀬
戸
市
に
お
け
る
輸
出
陶
磁
器
生
産
、
輸
出
の
状
況
で
あ
る
が
、
六
〇
年
ﾐ

月
と
比
較
す
れ
ば
、
六
二
年
一
月
に
は
六
〇
％
台
に
ま
で
落
ち
こ
ん
で
い
ﾐ

。
ﾐ

輸
出
の
不
振
に
よ
っ
て
、
規
模
縮
小
・
操
業
短
縮
、
雇
用
削
減
や
転
廃
業
が
ﾐ

範
囲
に
及
ん
で
い
る
。
失
業
者
も
増
加
し
、
他
産
業
へ
就
業
し
た
り
、
農
業
ﾐ

戻
る
人
や
商
店
や
運
送
業
の
日
雇
い
、
．
土
木
工
事
従
事
者
に
就
く
人
も
少
な
ﾐ

な
い
の
で
あ
る
。
ま
ち
の
中
は
火
が
消
え
た
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
と
し
て
お
ﾐ

、
製
品
や
原
材
料
を
運
搬
す
る
ト
ラ
ッ
ク
も
め
っ
き
り
減
り
、
商
店
で
買
い
ﾐ

を
す
る
人
も
少
な
く
な
り
、
地
域
に
は
活
気
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
ﾐ

企
業
や
産
地
は
採
算
の
成
立
し
な
い
部
門
や
製
品
を
ど
ん
ど
ん
削
減
し
、
合
ﾐ

化
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、
よ
く
売
れ
て
い
る
商
品
、
将
来
可
能
性
の
あ
る
ﾐ

野
へ
短
期
間
に
転
換
し
、
体
質
改
善
を
図
っ
て
い
る
。
八
五
年
九
月
か
ら
八
ﾐ

年
末
ま
で
は
合
理
化
、
規
模
縮
小
の
時
期
だ
と
す
れ
ば
、
八
七
年
に
入
る
と
、
ﾐ

商
品
・
新
技
術
開
発
、
多
角
化
、
複
合
化
、
国
内
向
け
商
品
生
産
へ
の
転
換
ﾐ

時
代
へ
と
局
面
は
変
化
し
て
き
て
い
る
が
、
輸
出
企
業
や
輸
出
産
地
に
と
っ
ﾐ

は
依
然
と
し
て
冬
の
時
代
が
続
い
て
い
る
。
ﾐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
ﾐ
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二
八

．
下
請
中
小
企
業
の
場
合
に
は
、
親
企
業
の
操
業
度
の
低
下
に
と
も
な
う
受
注
減
少
、
製
品
単
価
の
値
引
き
の
強
制
、
納
期
や
品
質
検
査

の
厳
格
化
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。
特
定
部
品
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
円
高
・
ド
ル
安
時
代
以
前
と
比
較
す
れ
ば
、
半
額
以
下
で
受
注
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
親
企
業
自
体
、
海
外
輸
出
数
量
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
下
請
・
外
注
を
行
っ
て
き
た
業
務
の
一

部
を
自
社
内
で
生
産
す
る
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
い
る
。
労
働
集
約
的
な
部
品
に
つ
い
て
は
、
機
械
や
技
術
を
新
興
工
業
国
に
輸
出
し
、
安
価

な
製
品
を
輸
入
す
る
こ
と
も
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
成
長
力
の
高
い
自
動
車
、
電
気
機
械
工
業
や
一
般
機
械
工
業
の
一
部
は
本
格
的
に
海

外
生
産
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
関
連
中
小
企
業
も
海
外
に
進
出
す
る
か
、
技
術
水
準
を
高
め
、
独
自
技
術
を
も
ち
、
多
角
化
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
か
、
規
模
を
縮
小
す
る
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

図1－1
　　　　中小企業性製品の輸出入額の推移

輸入

嘱嘱－－一．昌

ﾚ／～’冠一へ
出
．
ノ

輸

（％）

40
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　20

　10

　　0

一561135　7　9　1162112
　　　（前年同月比増減率）

　　　（工業製品，ドルベース）

資料：通産省「工業統計表」，大蔵省「貿易統計

（出所）r日本経済新聞』1987年5月18日

　
中
小
企
業
の
分
野
に
お
い
て
は
、
輸
出
中
小
企
業
以
外
の
場
合
に
お
い
て
も
、

海
外
か
ら
安
価
な
商
品
が
輸
入
さ
れ
、
国
際
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。
価
格
の
安

い
も
の
、
日
常
的
に
大
量
に
消
費
す
る
商
品
は
主
に
新
興
工
業
国
や
発
展
途
上
国

か
ら
輸
入
さ
れ
、
高
級
品
、
高
額
の
中
小
企
業
商
品
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
輸
入
さ

れ
て
い
る
！
－
高
級
ガ
ラ
ス
、
家
具
、
織
物
装
飾
品
等
。
一
九
八
六
年
九
月
以
降
の

中
小
企
業
製
品
の
輸
出
は
低
迷
し
て
い
る
の
に
、
輸
入
は
八
六
年
九
月
以
降
対
前

年
同
月
比
四
〇
％
前
後
の
増
大
率
と
な
っ
て
い
る
。
中
小
企
業
部
門
全
体
に
わ
た

っ
て
海
外
か
ら
の
輸
入
が
増
加
す
る
の
で
、
新
商
品
開
発
、
業
種
転
換
、
多
角
化
、

新
分
野
の
創
造
、
新
技
術
の
応
用
な
ど
の
面
で
の
進
歩
も
著
し
い
の
で
あ
る
。

　
雇
用
の
削
減
、
企
業
の
縮
小
と
合
理
化
等
に
よ
っ
て
地
域
の
商
店
や
運
送
業
者



や
飲
食
店
に
も
影
響
が
出
て
い
る
が
、
農
林
業
や
過
疎
地
域
に
お
い
て
も
円
亭
ド
ル
安
の
影
舞
浸
透
し
つ
つ
あ
る
．
海
外
書
安
価

な
農
林
産
物
が
輸
入
さ
れ
、
木
材
価
格
の
下
落
、
果
物
や
畜
産
物
価
格
の
値
下
り
、
食
管
制
度
の
再
検
討
等
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
雇
用

問
題
に
ま
で
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
昭
和
六
一
年
度
『
農
業
自
書
』
は
「
雇
用
情
勢
の
変
化
を
通
じ
…
…
農
業
・
農
村
に
も
種
々
な
影
響
を
与
え
て
い
る
」
と
の
べ
て
い
る

し
、
昭
和
六
一
年
度
版
『
過
疎
対
策
の
現
況
』
　
（
「
過
疎
白
書
」
）
に
よ
れ
ば
、
五
〇
年
か
ら
六
一
年
九
月
ま
で
の
期
澗
に
過
疎
町
村
に
は

二
、
三
九
三
件
の
企
業
立
地
が
み
ら
れ
、
約
一
〇
万
人
強
の
雇
用
効
果
を
生
ん
だ
が
、
円
高
等
の
経
済
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
六
一
年
一

～
九
月
の
九
ケ
月
間
に
廃
止
、
休
業
、
操
業
短
縮
を
実
施
し
た
過
疎
地
域
の
事
業
所
は
三
〇
九
社
、
経
営
上
の
都
合
に
も
と
づ
く
離
職
者

　
　
　
　
ル
隻
翼
鴛
男
鴛
。
4
堰
　
　
（
f
ト
タ
イ
ム
を
含
む
）
茜
、
四
8
企
の
ぼ
っ
て
い

　
　
　
　
郵
蟹
濃
紫
謂
鴛
撰
　
　
る
．
ま
た
同
期
間
（
九
ヶ
月
間
）
に
、
す
で
に
進
出
を
決
定
し
て

　
　
　
　
百
　
1
2
　
　
ー
ム
・
、
、
q
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
い
る
企
業
か
ら
・
　
「
進
出
取
り
止
め
」
ま
た
は
「
進
出
時
期
の
延
い

　
　
　
　
円
得
2
2
9
5
％
7
3
％
9
8
兜
0
8
努
銘
％
弱

　
　
　
　
億
β
ρ
謹
－
β
－
β
」
β
β
β
J
J
』
　
　
　
期
」
の
申
し
入
れ
の
あ
っ
た
企
業
は
五
〇
社
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
弱
6
2
3
7
甑
7
5
覧
8
3
別
別
－
9
7
0
聞
日

　
　
　
　
　
1
1
3
△
1
△
△
A
2
A
　
　
△

表1－4
　　　　61年腹の国際収支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
1
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
　
　
　
　
　
　
済
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
5

支
支
出
）
入
）
支
支
支
支
支
漏
支
本
年

収
収
轍
撃
翼
脱
瓶

常
易
前
揃
易
転
貸
礎
資
差
合
咄

㌔
（
輸
貿
移
期
期

経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
茎
短
誤
総

一
円
高
・
ド
ル
安
の
根
拠
に
つ
い
て
一

若
者
の
定
住
条
件
と
し
て
の
就
労
の
場
の
確
保
の
た
め
の
産
業
振

興
〇
一
環
と
し
て
企
業
1
1
工
場
誘
致
を
精
力
的
に
推
進
し
て
き
た

過
疎
地
域
に
も
円
高
・
ド
ル
安
の
影
が
ず
っ
し
り
と
う
つ
し
出
さ

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
従
来
わ
が
国
の
経
済
活
動
に
ど
っ
て
、
所
与
の
前
提
と
さ
れ
て

き
た
為
替
相
場
が
短
期
間
に
急
激
に
変
化
し
、
長
期
化
の
傾
向
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
1
論
　
　
　
　
文
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
三
〇

示
し
た
た
め
に
、
輸
出
業
の
産
業
構
造
の
変
化
の
み
な
ら
ず
輸
入
を
通
じ
て
種
々
の
分
野
で
産
業
が
調
整
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
種

の
保
護
政
策
に
よ
っ
て
温
存
さ
れ
て
き
た
弱
小
産
業
は
、
伝
統
的
な
生
産
、
労
働
様
式
、
商
習
慣
、
制
度
が
迂
回
的
に
、
国
際
関
係
を
通

し
て
純
粋
な
経
済
競
争
裡
に
お
か
れ
、
経
済
的
な
淘
汰
の
波
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
域
的
に
は
大
都
市
や
地
方
に
お
け
る
輸

出
企
業
や
輸
出
地
場
産
業
の
み
な
ら
ず
、
過
疎
地
域
の
農
林
業
、
新
た
に
立
地
し
た
企
業
を
ま
き
こ
ん
で
、
経
済
的
合
理
主
義
の
思
想
は

国
際
化
の
波
に
よ
っ
て
打
ち
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。
奥
深
い
農
山
村
だ
か
ら
と
い
っ
て
外
国
為
替
相
場
の
変
動
に
は
無
関
係
だ
と
い
っ
て
お

れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

■
円
高
・
ド
ル
安
に
よ
っ
て
輸
出
企
業
や
輸
出
産
地
を
中
心
に
、
さ
ら
に
海
外
輸
入
の
増
加
や
海
外
投
資
の
増
大
に
よ
っ
て
企
業
の
経
営

環
境
は
悪
化
し
て
く
る
が
、
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
企
業
は
、
ひ
た
む
き
に
企
業
合
理
化
を
す
す
め
、
労
働
力
の
発
揮
、

商
品
在
庫
の
管
理
、
そ
し
て
、
生
産
及
び
品
質
管
理
の
強
化
を
推
進
し
、
さ
ら
に
新
商
品
・
技
術
開
発
へ
の
努
力
を
い
ち
だ
ん
と
強
め
て

ゆ
く
の
で
あ
み
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
従
来
の
商
品
に
代
る
別
の
．
新
し
い
商
品
で
も
っ
て
国
際
競
争
力
を
強
め
、
円
高
・
ド
ル
安
を
推
進

し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
円
高
・
ド
ル
安
は
国
際
競
争
力
の
結
果
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
原
因
と
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
六
一
年
度
の
輸
入
一
、
〇
九
七
億
ド
ル
に
対
し
て
、
輸
出
二
、
一
二
億
ド
ル
と
な
り
、
ほ
ぼ
輸
入
額
に
等
し
い
貿
易
収
支

の
黒
字
（
一
、
〇
一
四
億
ド
ル
）
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
は
、
右
の
事
実
を
証
明
す
る
も
み
で
あ
る
。
円
高
・
ド
ル
安
に
よ
り
J
カ
ー
ブ

を
え
が
き
な
が
ら
、
わ
が
国
の
輸
出
競
争
力
が
急
速
に
低
下
し
て
ゆ
く
と
い
う
伝
統
的
な
理
論
が
容
易
に
妥
当
せ
ず
、
」
カ
ー
ブ
の
累
積

理
論
が
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
考
え
方
自
体
に
疑
問
を
い
だ
か
ざ
る
を
え
な
い
。
円
高
・
ド
ル
安
に
な
っ
て
も
、
依
然
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ド
ル
建
輸
出
が
増
加
し
て
い
る
（
輸
出
数
量
は
極
度
に
減
少
し
て
ゆ
か
な
い
）
こ
と
は
、
日
・
米
両
国
企
業
の
環
境
変
化
へ
の
対
応
力
と



国
際
競
争
力
の
格
差
の
結
果
と
し
て
把
握
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
産
業
構
造
の
変
化
や
産
業
調
整
力
は
G
5
会
議
以

降
に
お
い
て
発
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
石
油
危
機
後
の
長
期
的
な
停
滞
状
況
の
中
で
準
備
さ
れ
、
蓄
積
さ
割
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
と

く
に
第
二
次
石
油
危
機
後
の
五
年
間
に
お
け
る
日
米
両
国
の
経
済
政
策
の
相
違
及
び
企
業
の
対
応
の
相
違
が
つ
く
り
出
し
た
経
済
的
諸
関

係
が
、
ド
ル
高
・
円
安
か
ら
円
高
・
ド
ル
安
へ
の
逆
転
の
条
件
と
な
っ
た
し
、
ま
た
今
日
の
円
高
．
ド
ル
安
の
仕
組
み
を
規
定
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
第
二
次
石
油
危
機
後
の
日
米
間
の
経
済
の
仕
組
み
と
風
開
の
方
向
に
つ
い
て
少
し
く
わ
し
く
≧
り
あ
げ
て
ゆ

こ
う
。

　
（
1
）
　
昭
和
六
一
年
度
『
農
業
白
書
』
農
林
統
計
協
会
、
昭
和
六
二
年
、
四
ペ
ー
ジ
。
「
円
高
不
況
に
あ
え
ぐ
金
属
洋
食
器
．
器
物
の
街
一
燕
市
。

　
　
　
　
一
握
り
の
大
手
を
頂
点
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に
形
成
さ
れ
る
産
地
で
、
底
辺
を
下
支
え
し
て
い
た
の
が
兼
業
農
家
だ
っ
た
。
日
給
月
給
の
労
働
力
と

　
　
　
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
半
農
半
玉
の
庭
先
事
業
所
も
多
い
。
－
…
地
場
の
下
請
け
仕
事
の
絶
対
量
が
減
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
工
賃
を
下
げ
な
い
と

　
　
　
注
文
は
取
れ
な
い
。
も
ろ
に
円
高
の
影
響
を
か
瓜
っ
て
い
る
。
…
…
今
ま
で
は
米
が
だ
め
で
も
下
請
仕
事
が
あ
る
、
地
場
産
業
が
不
況
で
も
米
が

　
　
　
　
あ
る
と
・
ど
っ
ち
か
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま
二
つ
の
舟
と
も
沈
没
し
そ
う
だ
」
『
新
潟
日
報
』
昭
和
六
一
年
二
一
月
八

　
　
　
日
号
。
燕
市
に
は
、
有
力
な
地
場
産
業
が
存
在
し
て
い
た
た
め
に
、
就
労
の
機
会
が
容
易
に
え
ら
れ
、
安
定
し
た
兼
業
農
家
が
多
数
存
立
で
き
、

　
　
　
他
の
市
町
村
に
比
較
し
て
米
作
生
産
調
整
に
も
目
標
を
上
ま
わ
っ
て
協
力
し
て
き
た
が
、
今
後
は
そ
う
は
い
か
ず
、
農
業
の
複
合
経
営
の
方
向
に

　
　
　
転
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
2
）
　
昭
和
六
一
年
度
版
『
過
疎
対
策
の
現
況
』
国
土
庁
地
方
振
興
局
、
、
昭
和
六
二
年
、
一
七
四
ペ
ー
ジ
。
一
八
九
～
一
九
一
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
3
）
　
円
高
・
ド
ル
安
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
輸
出
は
数
量
の
減
少
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ド
ル
建
輸
出
額
も
一
時
的
に
は
増
加
し
て
も
、
半
年
後
に

　
　
　
　
は
減
少
し
て
ゆ
く
（
J
カ
ー
ブ
）
と
さ
れ
て
い
た
が
、
数
量
は
極
度
の
減
少
を
示
さ
ず
、
ド
ル
建
価
格
は
増
加
し
て
い
る
。

一
円
高
・
ド
ル
安
の
根
拠
に
つ
い
て
一

三
一



一
論

1

一文
一　1

第
二
次
石
油
危
機
と
日
本
の
国
際
競
争
力

石
油
危
機
後
の
日
米
間
の
経
済
的
対
応
の
相
違

三
二

　
今
日
の
円
・
ド
ル
相
場
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
両
国
通
貨
の
代
表
す
る
貨
幣
（
金
）
量
の
低
下
に
関
す
る
変
動
問
題
や
為
替

投
機
を
別
に
す
れ
ば
、
一
方
の
極
に
は
経
常
収
支
が
お
か
れ
、
他
方
の
極
に
は
長
期
資
本
収
支
が
位
置
す
る
一
本
の
綱
の
上
の
バ
ラ
ン
ス

に
依
存
し
て
い
る
。
年
々
ア
メ
リ
カ
は
巨
額
の
経
常
収
支
が
赤
字
で
あ
り
、
日
本
は
反
対
に
黒
字
で
あ
る
か
ら
、
円
・
ド
ル
の
交
換
比
率

は
円
に
強
く
、
ド
ル
に
弱
く
な
る
。
こ
れ
を
補
完
し
て
い
る
の
は
長
期
資
本
収
支
の
黒
字
ま
た
は
赤
字
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
、
経
常
収

支
の
赤
字
を
長
期
資
本
収
支
の
黒
字
で
補
完
し
、
ド
ル
と
円
と
の
交
換
比
率
を
安
定
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
八
三
年
一
〇
月
以
降
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
収
支
の
赤
字
金
額
が
各
四
半
期
ご
と
に
増
加
傾
向
を
示
し
、
八
六
年
に
は
三
七
〇
億
ド
ル

を
超
え
て
い
る
。
こ
れ
と
は
対
遮
的
に
わ
が
国
の
貿
易
収
支
は
黒
字
基
調
が
定
着
し
、
一
九
八
六
年
に
は
二
五
〇
億
ド
ル
の
黒
字
と
な
っ

て
い
る
。
円
・
ド
ル
交
換
比
率
は
、
言
葉
を
か
え
て
い
え
ば
、
国
際
通
貨
と
し
て
の
ド
ル
の
売
買
価
格
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
収

支
の
赤
字
に
よ
る
ド
ル
の
供
給
過
剰
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
ド
ル
価
格
、
ド
ル
の
交
換
比
率
は
低
下
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
貿

易
収
支
の
赤
字
の
原
因
は
わ
が
国
の
保
護
政
策
、
輸
出
奨
励
策
に
起
因
す
る
か
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
貿
易
の
不
均
衡
は

一
九
八
三
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
一
九
七
九
年
の
第
二
次
石
油
危
機
後
の
企
業
の
対
応
及
び
経
済
政
策
に
起
因
し
て
き
た
。

　
第
二
次
石
油
危
機
後
に
お
け
る
不
況
対
策
と
し
て
は
、
わ
が
国
は
商
品
・
技
術
開
発
や
販
路
拡
大
に
活
路
を
求
め
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
ア
メ
リ
カ
は
深
刻
な
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
対
策
と
し
て
、
高
金
利
政
策
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
内
景
気
対
策
よ
り
も
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
対
策
（
国
際
通
貨
ド
ル
の
安
定
）
を
重
視
し
た
。
ア
メ
リ
カ
国
内
の
景
気
は
た
と
え
悪
化
し
た
と
し
て
も
、
国
際
通
貨
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円
高
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ド
ル
安
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と
し
て
の
ド
ル
通
貨
を
安
定
さ
せ
る
こ

と
が
何
よ
．
り
も
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
物
価
安
定
策
が
最
優
先
さ
れ
、
金
融

引
締
（
高
金
利
と
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
）

政
策
が
と
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と

は
、
当
然
の
結
果
と
し
て
、
設
備
投
資

を
抑
制
し
、
技
術
革
新
を
遅
ら
せ
、
第

二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
下
で
商
品
．

技
術
革
新
を
推
進
し
て
き
た
日
本
と
の

国
際
競
争
力
を
低
下
さ
せ
た
。

　
イ
ラ
ン
政
変
（
一
九
七
九
年
一
一

月
）
・
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
（
一
九

八
○
年
九
月
）
に
端
を
発
し
た
第
二
次

石
油
危
機
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

生
産
過
剰
、
過
度
信
用
と
い
っ
た
成
熟

し
た
経
済
活
動
下
で
発
生
し
た
第
一
次

石
油
危
機
（
一
九
七
三
年
一
〇
月
の
第

　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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三
四

四
次
中
東
戦
争
を
契
機
と
し
た
）
と
は
異
な
っ
て
、
構
造
的
・
循
環
的
不
況
が
長
期
的
な
様
相
を
示
し
て
い
た
長
期
的
な
停
滞
下
で
生
じ

た
。
一
九
七
〇
年
代
前
半
の
わ
が
国
の
経
済
の
中
を
広
範
囲
か
つ
深
く
進
行
し
て
い
た
過
剰
生
産
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
潜
勢
的
な
流

れ
を
第
一
次
石
油
危
機
が
顕
勢
的
に
し
、
現
実
化
し
た
の
で
あ
る
が
、
第
二
次
石
油
危
機
は
過
剰
生
産
の
破
局
後
の
長
期
的
な
停
滞
、
原

料
高
製
品
安
の
も
と
で
発
生
し
た
。
設
備
投
資
の
抑
制
、
雇
用
者
の
削
減
、
在
庫
の
減
少
等
の
企
業
合
理
化
、
失
業
者
の
増
加
、
鉱
工
業
生

産
指
数
の
鈍
化
、
経
済
成
長
率
の
低
下
、
国
民
所
得
の
伸
び
悩
み
、
個
人
消
費
の
低
迷
、
輸
出
増
に
と
も
な
う
円
高
不
況
の
深
ま
り
等
々

と
い
っ
た
経
済
状
況
下
で
第
二
次
石
油
危
機
が
登
場
し
た
の
で
、
第
一
次
石
油
危
機
後
の
よ
う
に
狂
乱
物
価
を
誘
導
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、
高
度
経
済
成
長
を
推
進
し
た
設
備
投
資
や
輸
出
が
困
難
と
な
り
長
期
的
に
低
迷
し
て
い
た
経
済
活
動
（
不
況
．
停
滞
）
を
広
範
囲

に
わ
た
り
深
刻
化
さ
せ
た
。
第
二
次
石
油
危
機
は
新
た
な
経
済
的
な
諸
関
係
を
創
出
し
た
の
で
は
な
く
、
独
自
の
形
態
を
つ
く
り
出
し

た
。
す
な
わ
ち
、
生
産
の
急
膨
張
に
詣
る
過
剰
生
産
と
い
う
形
式
で
は
な
く
、
経
済
活
動
の
低
迷
下
の
消
費
需
要
の
激
減
と
い
う
別
の
形

式
に
よ
る
過
剰
生
産
の
表
面
化
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
石
油
価
格
の
上
昇
に
よ
る
国
富
の
減
少
目
実
質
所
得
削
減
効
果
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
中
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
労
働
力
の
技
術
開
発
は
も
と
よ
り
、
消
費
市
場
の
変
化
に
対
応
す
る
形
で
の
、
い
い
か
え
る
と
消
費

密
着
型
の
、
商
品
開
発
が
急
速
に
す
す
ん
だ
の
で
あ
る
。
商
品
・
技
術
革
新
は
商
品
の
価
格
の
み
な
ら
ず
非
価
格
競
争
を
激
化
さ
せ
た
。

す
な
わ
ち
、
生
産
面
に
お
い
て
は
、
耐
久
性
、
機
能
性
、
正
確
性
、
鮮
明
さ
、
品
質
の
安
定
、
美
観
、
形
、
デ
ザ
イ
ン
の
向
上
が
み
ら
れ
、

流
通
・
販
売
面
で
は
、
納
期
、
取
引
条
件
、
品
揃
え
、
品
質
検
査
、
情
報
提
供
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
広
告
．
宣
伝
、
信
用
、
支
払
条

件
、
企
業
・
産
地
イ
メ
ー
ジ
等
が
変
革
さ
れ
た
。
生
産
者
も
流
通
業
者
も
、
販
売
市
場
の
熱
心
な
研
究
が
強
い
ら
れ
た
。
販
売
市
場
で
の

競
争
に
う
ち
か
っ
こ
と
が
企
業
の
盛
衰
を
決
定
し
た
か
ら
で
あ
る
。
生
産
す
れ
ば
売
れ
る
と
い
う
状
況
か
ら
、
販
売
市
場
に
規
制
さ
れ
た

生
産
へ
の
対
応
を
市
場
の
縮
小
が
強
制
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
生
産
さ
れ
、
流
通
し
て
い
る
商
品
量
・
素
材
量
に
変
化
は
な
く
、



ま
た
商
品
価
格
に
変
動
が
な
く
て
も
、
生
産
コ
ス
ト
、
商
品
の
仕
入
コ
ス
ト
が
著
し
く
上

昇
し
、
所
得
の
削
減
効
果
が
生
じ
、
消
費
購
買
力
の
低
下
が
も
た
ら
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
商
品
・
技
術
開
発
を
精
力
的
に
推
進
し
な
け
れ
ば
存
立
し
え
な
い
背
景
も
こ
こ
に
あ

っ
た
。

2
・
第
二
次
石
油
危
機
と
国
富
の
減
少

　
第
一
次
石
油
危
機
発
生
の
直
前
の
標
準
原
油
（
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ラ
イ
ト
）
価
格
は
、
一

バ
ー
レ
ル
当
た
り
、
二
・
七
四
ド
ル
で
あ
っ
た
が
（
公
示
価
格
）
、
一
九
七
四
年
一
月
テ

ヘ
ラ
ン
会
議
で
一
一
・
六
五
一
ド
ル
に
決
定
さ
れ
た
た
め
に
、
上
昇
率
は
四
・
二
五
倍
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
第
二
次
石
油
危
機
直
前
の
公
式
販
売
価
格
（
一
九
七
七
年
一
月

ド
ー
ハ
総
会
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、
七
九
年
一
月
ア
ブ
ダ
ビ
総
会
ま
で
維
持
さ
れ
た
公

式
販
売
価
格
）
は
一
二
・
七
〇
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
八
○
年
一
月
カ
ラ
カ
ス
総
会
で
は
二

六
ド
ル
、
翌
八
一
年
一
月
パ
リ
島
総
会
で
は
、
見
な
し
基
準
原
油
価
格
の
上
限
三
六
ド
ル

と
設
定
さ
れ
た
（
い
わ
ゆ
る
平
均
三
三
ド
ル
石
油
）
。
そ
の
上
昇
率
は
二
・
六
倍
で
あ
っ

た
。　

石
油
価
格
の
上
昇
率
は
、
第
一
次
石
油
危
機
の
場
合
に
ば
四
・
二
五
倍
で
あ
る
の
に
た

い
し
て
、
第
二
次
の
そ
れ
の
場
合
に
は
二
・
六
倍
で
あ
り
、
第
二
次
の
方
が
少
な
い
し
、

　
一
円
高
・
ド
ル
安
の
根
拠
に
つ
い
て
一

表H－1
　　　　原油等の輸入額の推移

53年対比増減
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725

5．92

700

5．93

△0・2 P△0・6
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三
六

さ
ら
に
原
油
購
入
量
は
第
一
次
の
場
合
、
七
三
年
二
・
九
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
か
ら
七
五
年
二
．
六
徳
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
へ
減
少
し
た
の
に
対

し
て
、
第
二
次
の
場
合
に
は
七
九
年
二
・
八
徳
キ
ロ
リ
ッ
墜
ル
か
ら
八
一
年
二
．
三
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
大
幅
に
減
少
し
、
石
油
代
金
の

支
払
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
や
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
よ
っ
て
減
少
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
石
油
価
格
上
昇
の
実
質
所

得
削
減
効
果
が
第
一
次
の
場
合
よ
り
も
第
二
次
の
場
合
の
方
が
大
き
か
っ
た
の
は
次
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
の
で
あ
っ
売
。

　
一
九
七
二
年
か
ら
七
三
年
一
〇
月
の
石
油
危
機
発
生
直
前
の
年
間
原
油
購
入
量
二
・
八
徳
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
、
一
バ
ー
レ
ル
原
油
価
格

二
・
六
ド
ル
、
一
ド
ル
“
三
〇
〇
円
レ
ー
ト
で
計
算
す
れ
ば
、
原
油
の
支
払
代
金
は
一
．
四
兆
円
で
あ
っ
た
が
、
第
一
次
石
油
危
機
が
一

定
の
安
定
を
示
し
た
一
九
七
七
年
二
・
八
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
（
輸
入
代
金
二
二
五
億
ド
ル
）
、
七
八
年
二
．
七
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
　
（
同
二

二
七
億
ド
ル
）
と
な
り
、
七
八
年
の
平
均
為
替
相
場
一
ド
ル
H
二
〇
九
円
と
し
て
計
算
す
れ
ば
、
七
八
年
に
は
四
．
七
兆
円
、
そ
れ
に
運

賃
、
保
険
料
を
加
わ
え
る
と
約
五
兆
円
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
第
二
次
石
油
危
機
直
後
の
一
九
八
○
年
に
は
、
年
間
の
原

油
お
よ
び
粗
油
の
輸
入
量
は
二
・
五
四
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
、
輸
入
代
金
は
五
二
七
億
ド
ル
（
一
二
兆
円
）
で
あ
っ
た
（
表
H
1
1
）
。

　
原
油
の
輸
入
量
に
つ
い
て
は
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
油
の
輸
入
代
金
の
支
払
額
か
ら
み
る
と
、
第
一
次
石
油
危
機
後
の

場
合
に
は
三
・
一
兆
円
（
鰹
㎝
1
一
本
目
ω
レ
）
の
支
払
増
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
二
次
石
油
危
機
後
に
お
い
て
は
七
．
0
兆
円
（
旨
6
、

一
㎝
●
O
目
8
0
）
の
増
加
と
な
っ
た
。
石
油
価
格
の
上
昇
率
は
高
く
、
年
間
原
油
購
入
数
量
も
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
油
価
格
の
上
昇

に
と
も
な
う
国
富
の
減
少
は
・
第
二
次
の
方
が
笙
次
よ
り
も
は
る
か
美
き
く
、
笙
次
の
干
四
倍
で
あ
っ
た
．
国
羅
畜
（
G
一

N
E
）
に
対
す
る
国
富
の
減
少
の
割
合
は
、
一
九
七
八
年
一
・
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
八
○
年
二
．
九
％
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
原
油
の
支
払
代
金
の
う
ち
一
部
は
相
手
国
の
商
品
輸
入
や
投
資
に
よ
っ
て
わ
が
国
に
還
流
す
る
の
で
あ
る
が
、
第
二
次
石
油
危

機
後
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
商
品
購
入
や
高
金
利
に
刺
激
さ
れ
て
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
投
資
が
急
増
し
、
℃
わ
ゆ
る
オ
イ
ル
マ
ネ
ー



は
わ
が
国
に
還
流
し
な
か
っ
た
こ
と
自
体
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
が
、
そ
れ
以
上
に
基
本
的
な
重
要
問
題
は
、
卸
売
物
価
（
輸
出
商
品
物

価
）
の
上
昇
に
よ
っ
て
原
油
価
格
の
上
昇
分
が
相
殺
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
第
一
次
石
油
危
機
後
の
場
合
に
は
、
物
価
上
昇
に
よ
っ
て
原
油
価
格
の
上
界
が
相
殺
さ
れ
た
。
一
九
七
三
年
度
の
物
価
上
昇
率
は
、
卸

売
物
価
二
二
・
七
％
、
消
費
者
物
価
一
六
二
％
、
七
四
年
度
壬
二
二
％
、
二
一
・
八
％
、
七
五
年
度
一
・
九
％
、
一
〇
・
四
％
で
あ

っ
た
。
三
年
間
に
卸
売
物
価
は
丁
五
四
四
倍
と
な
り
、
消
費
者
物
価
は
一
・
五
六
一
倍
と
な
っ
た
。
原
油
価
格
の
上
昇
率
は
、
輸
出
商

品
物
価
（
卸
売
物
価
）
の
上
昇
率
だ
け
相
殺
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一
九
七
八
年
に
は
原
油
代
金
と
し
て
四
・
五
兆
円
支
払
い
、
七
三
年

（
一
・
四
兆
円
）
と
比
較
す
れ
ば
、
三
・
一
兆
円
余
分
に
支
払
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
三
年
間
の
卸
売
物
価
の
上
昇
率
分
を
さ
し
ひ

い
た
実
質
的
な
原
油
支
払
代
金
は
一
九
七
三
年
ベ
ー
ス
で
は
二
・
九
兆
円
に
す
ぎ
ず
、
七
三
年
（
丁
四
兆
円
）
と
の
差
額
は
一
・
五
兆

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
七
八
年
ベ
ー
ス
で
比
較
す
れ
ば
、
原
油
価
格
上
昇
忙
と
も
な
う
国
富
の
減
少
は
名
目
的
に
は
三
．
一
兆
円
で
あ

っ
て
も
、
実
質
的
に
は
一
・
五
兆
円
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
七
九
～
八
一
年
度
の
卸
売
物
価
の
上
昇
率
は
二
丁
九
％
、
一
三
・
三
％
、
一
・
四
％
で
あ
り
、
一
九
七
九
年
三
月
を
一
〇

〇
と
す
れ
ば
、
八
二
年
三
月
二
二
〇
（
丁
三
倍
）
に
上
昇
し
た
に
す
ぎ
な
い
し
、
消
費
者
物
価
に
つ
い
て
は
、
四
・
八
％
、
七
・
八
％
、

，
四
・
○
％
で
あ
っ
て
、
三
年
間
に
、
一
・
一
七
倍
に
騰
貴
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
第
二
次
石
油
危
機
後
の
場
合
に
は
、
名
目
的
に
も
国
富
の

減
少
は
七
・
○
兆
円
に
達
し
、
第
一
次
の
そ
れ
と
（
三
・
一
兆
円
）
と
比
較
し
て
も
巨
顛
で
あ
る
が
、
国
内
物
価
騰
貴
に
よ
る
相
殺
部
分

が
小
さ
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
実
質
な
国
富
の
減
少
、
国
内
消
費
需
要
の
減
少
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
　
（
1
）
　
た
と
え
ば
、
七
三
年
に
石
油
二
〇
〇
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
（
一
〇
〇
万
円
）
を
輸
入
し
、
自
動
車
一
台
（
一
〇
〇
万
円
）
を
輸
出
し
て
い
た
が
、
七

　
　
　
八
年
に
は
石
油
価
格
は
三
倍
に
な
っ
て
も
、
自
動
車
の
価
格
は
一
・
五
倍
に
な
れ
ば
、
石
油
価
格
の
上
昇
率
は
自
動
車
の
上
昇
率
に
よ
っ
て
相
殺

　
　
－
円
高
・
ド
ル
安
の
根
拠
に
つ
い
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



一
論

　
さ
れ
、

　
文
一

二
倍
に
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

三
八

3

石
油
価
格
上
昇
と
国
内
市
場
の
縮
小

　
石
油
価
格
上
昇
の
所
得
削
減
効
果
は
、
一
時
的
で
は
な
く
長
期
的
な
傾
向
を
示
し
た
。
繁
二
次
石
油
危
機
前
に
産
油
国
に
支
払
っ
て
い

た
原
油
輸
入
支
払
代
金
は
四
・
五
兆
円
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
O
年
に
は
二
一
兆
円
と
な
っ
た
。
八
一
年
に
も
、
原
油
価
格
上
昇
の
影
響

は
ま
ぬ
が
れ
ず
、
輸
入
数
量
は
七
九
年
二
・
八
徳
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
か
ら
Q
・
五
三
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
少
な
い
二
．
二
七
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

輸
入
し
て
五
三
三
億
ド
ル
（
二
・
六
九
兆
円
）
を
支
払
っ
て
い
る
。
八
二
年
に
は
原
油
の
輸
入
数
量
は
さ
ら
に
減
っ
て
、
二
．
一
二
億

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
と
な
っ
た
が
、
原
油
輸
入
代
金
は
四
三
六
億
ド
ル
（
二
㌧
四
兆
円
）
を
支
払
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
原
油
の
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
石
炭
、
ガ
ス
、
ウ
ラ
ン
等
の
輸
入
が
ふ
え
、
鉱
物
性
燃
料
全
体
の
輸
入
は
、
七
八
年
六
．
六
五
兆
円
か
ら
八
二

年
一
六
ニ
ゴ
ニ
兆
円
と
な
り
、
全
輸
入
額
の
う
ち
三
〇
％
台
か
ら
五
〇
％
に
急
増
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
第
二
次
石
油
危
機
以
前
と
比
較
す
れ
は
、
原
油
の
輸
入
数
量
は
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
八
○
年
以
降
は
七
兆

円
の
支
払
を
余
分
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
七
兆
円
と
い
う
額
は
当
時
の
国
税
収
入
の
四
分
の
一
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
。
七
兆
円
と
い

う
巨
額
を
余
分
に
産
油
国
に
支
払
っ
て
な
お
か
つ
国
内
に
経
済
的
な
影
響
が
発
生
し
な
い
た
め
に
は
、
相
当
の
労
働
生
産
性
の
向
上
が
あ

る
か
、
国
内
物
価
の
上
昇
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
顕
著
な
縮
減
が
は
か
ら
れ
る
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
事
象
が
生
じ
な
い
と
す
れ
ば
、
原
油
価
格
上
昇
に
よ
る
所
得
削
減
効
果
も
長
期
的
に
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
七
八
年
に
比
較
し
て
八
O
年
の
鉱
物
性
燃
料
の
輸
入
増
は
九
兆
円
、
そ
の
う
ち
石
油
の
輸
入
代
金
の
支
払
増
は
七
兆
円
で
あ
る
が
、
八

○
年
度
の
国
民
総
支
出
二
四
〇
兆
円
の
三
・
七
％
（
二
・
九
％
）
に
あ
た
る
。
同
年
度
の
国
民
総
支
出
の
う
ち
民
間
最
終
消
費
女
山
は



五
八
・
○
％
（
家
計
最
終
消
費
支
出
は
五
七
・
五
％
）
、
政
府
最
終
消
費
支
出
一
〇
・
0
％
、
国
内
総
資
本
形
成
三
二
・
五
％
（
民
間
二

二
・
一
％
、
公
的
九
・
七
％
、
在
庫
O
・
七
％
）
を
占
め
て
い
る
か
ら
、
石
油
の
支
払
増
加
分
七
・
○
兆
円
の
う
ち
五
八
％
（
四
・
一
兆

円
）
は
、
民
間
最
終
消
費
支
出
の
滅
少
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
わ
が
国
人
口
一
人
当
約
四
万
円
の
最
終
消
費
削
減
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

原
油
価
格
上
昇
に
よ
る
所
得
削
減
効
果
は
、
個
人
消
費
の
削
減
、
企
業
利
潤
の
減
少
に
よ
る
設
備
投
資
の
抑
制
、
歳
入
の
伸
び
悩
み
に
と

も
な
う
財
政
赤
字
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
経
済
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
、
輸
入
商
品
の
支
払
代
金
の
急
増
と
い

う
形
で
国
富
の
減
少
1
1
所
得
削
減
が
発
生
し
た
の
で
、
経
済
を
さ
さ
え
る
主
要
な
分
野
、
家
計
、
企
業
、
財
政
の
い
ず
れ
も
赤
字
に
転
落

す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
図
H
－
2
）
。

　
石
油
価
格
の
上
昇
に
よ
る
産
油
国
へ
の
国
民
所
得
の
一
部
の
移
転
は
、
石
油
を
購
入
し
、
そ
の
代
金
の
支
払
ご
と
に
行
わ
れ
る
が
、
そ

れ
の
国
内
で
の
波
及
は
一
定
の
タ
イ
ム
・
ラ
グ
を
も
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
ま
ず
燃
料
、
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
、
電
力
料
金
、
石
油
製
品
、

化
学
等
石
油
と
深
く
関
連
す
る
資
財
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
格
上
昇
が
他
に
波
及
す
る
形
．
を
と
る
。
各
企
業
は
原
材
料
や
燃
料
や
電
力
の
価

格
が
上
昇
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
た
だ
ち
に
原
価
と
し
て
製
品
価
格
に
転
嫁
で
き
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
で
き
な

い
。
企
業
間
の
力
関
係
や
同
業
者
間
の
競
争
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
原
油
価
格
上
昇
に
と
も
な
う
コ
ス
ト
上
昇
を
企
業
内
の
努
力
に
よ
っ

て
吸
収
し
よ
う
と
す
る
。
生
産
過
剰
が
一
般
化
し
て
い
る
状
況
の
も
と
で
は
、
価
格
の
引
下
げ
が
、
外
的
に
強
制
さ
れ
る
。
し
か
し
原

料
、
燃
料
等
の
諸
経
費
の
上
昇
、
製
品
価
格
の
低
迷
、
取
引
ロ
ッ
ト
の
小
口
化
に
よ
っ
て
企
業
経
営
は
悪
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
企
業
経

営
の
安
定
の
た
め
に
は
、
諸
経
費
の
徹
底
的
な
見
な
お
し
が
必
要
で
あ
り
、
商
品
の
仕
入
原
価
や
代
替
品
の
再
検
討
、
人
員
や
在
庫
の
削

減
、
設
備
投
資
の
抑
制
、
借
金
の
返
済
、
賃
金
引
上
げ
の
抑
制
が
強
化
さ
れ
る
。
そ
の
影
響
は
労
働
者
や
中
小
企
業
等
弱
者
が
受
け
る
。

雇
用
削
減
、
賃
金
抑
制
、
下
請
受
注
量
の
減
少
、
加
工
賃
の
引
下
げ
、
取
引
の
多
様
化
、
小
・
ッ
ト
化
と
納
期
の
厳
格
化
、
品
質
検
査
の

　
　
！
円
高
・
ド
ル
安
の
根
拠
に
つ
い
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　
　
1
論
　
　
　
文
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

徹
底
等
。

　
一
九
七
九
年
三
月
か
ら
三
年
間
に
卸
売
物
価
一
・
三
倍
、
消
費
者
物
価
丁
一
七
倍
の
上
昇
率
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
生
産
財
、
資
本
財

の
ウ
ェ
イ
ト
の
高
い
卸
売
物
価
が
石
油
価
格
上
昇
を
反
映
し
、
商
品
価
格
に
転
嫁
し
た
の
に
対
し
て
、
中
小
企
業
や
農
業
の
生
産
物
が
圧

倒
的
に
多
い
消
費
財
の
生
産
部
門
に
お
い
て
は
、
原
材
料
高
製
品
安
の
影
響
を
直
接
に
受
け
た
の
で
あ
る
。
コ
ス
ト
の
上
昇
を
商
品
価
格

に
転
嫁
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
消
費
需
要
の
急
速
な
低
下
に
起
因
し
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
八
○
年
に
お
い
て
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
こ
と

は
、
消
費
者
物
価
の
上
昇
率
よ
り
も
賃
金
の
上
昇
率
が
低
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
八
○
年
度
の
消
費
者
物
価
の
上
昇
率
は
七
．
八
％
で
あ

っ
た
の
に
対
し
で
賃
金
の
全
国
平
均
上
昇
率
は
六
・
○
％
で
あ
っ
た
。
七
九
年
度
に
比
較
す
れ
ば
、
実
質
的
に
一
．
八
％
の
賃
金
の
下
落

が
み
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
七
九
年
度
と
全
く
同
じ
生
活
水
準
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
八
○
年
度
に
お
い
て
は
人
口
一
・
一
億
人

の
う
ち
一
・
八
％
、
す
な
わ
ち
約
二
百
万
人
の
消
費
購
買
力
が
消
滅
し
、
国
内
消
費
需
要
の
減
少
ど
な
る
。
こ
れ
を
別
の
統
計
指
標
で
み
れ

ば
、
八
○
年
度
の
消
費
者
物
価
上
昇
率
七
・
八
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
現
金
給
与
総
額
は
六
．
七
％
し
か
増
加
し
な
か
っ
た

の
で
、
実
質
的
な
現
金
給
与
総
額
は
一
・
二
％
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
が
個
人
消
費
の
低
迷
．
減
退
の
原
因
で
あ
っ
て
、
た
ん

な
る
物
ば
な
れ
が
そ
の
原
因
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
消
費
購
買
力
の
低
下
は
実
質
所
得
の
減
少
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
所
得
水
準
の
実
質
的
な
減
少
に
よ
っ
て
、
新
設
住
宅
着
工
数
は
、
対
前
年
度
比
で
八
O
年
度
は
マ
イ
ナ
ス
一
八
．
三
％
と
な
っ
て
い
る

し
、
消
費
購
買
力
は
一
般
的
に
著
し
く
落
ち
こ
み
、
中
小
企
業
製
品
の
売
上
不
振
が
目
立
っ
た
。
企
業
経
営
の
悪
化
に
よ
っ
て
、
八
一
年

四
月
～
九
月
に
か
け
て
は
、
民
間
設
備
投
資
及
び
機
械
受
注
額
が
対
前
年
同
月
比
で
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
、
．
不
況
が
深
刻
化
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
さ
ら
に
八
○
年
七
月
以
降
の
低
温
、
日
照
不
足
、
多
雨
な
ど
の
異
常
気
象
に
よ
る
農
作
物
冷
害
が
加
わ
り
、
消

費
購
買
力
の
落
ち
込
み
は
最
悪
の
状
態
と
な
っ
た
。
農
林
水
産
省
が
同
年
一
〇
月
二
四
日
に
発
表
し
た
、
沖
縄
を
除
く
全
国
の
冷
害
の
被



害
は
、
見
込
面
積
二
八
八
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
全
耕
地
面
積
の
五
二
・
七
％
）
、
金
額
で
六
、
九
一
六
億
円
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
稲
作
以
外

に
果
樹
や
野
菜
を
加
え
る
と
、
■
も
っ
と
巨
額
と
な
ろ
う
。
冷
害
の
被
害
額
六
、
九
一
六
億
円
は
、
農
業
の
粗
生
産
額
の
七
．
八
％
に
あ
た

る
が
、
農
家
の
純
所
得
の
減
少
を
意
味
し
た
。
平
年
と
同
じ
だ
け
の
肥
料
、
農
薬
、
労
働
力
お
よ
び
機
械
設
備
を
投
下
し
て
も
、
気
象
条

件
の
悪
化
の
た
め
に
、
収
穫
高
が
落
ち
込
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
収
益
だ
け
が
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。
農
家
の
純
収
入
の
減
少
は
、
肥

料
．
農
薬
や
農
機
具
の
支
払
の
困
窮
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
商
業
や
観
光
業
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
。
し
か
も
冷
夏
災
害
が
三
年
続
き
、

そ
の
う
え
に
台
風
、
霜
害
、
雪
害
も
加
わ
っ
て
、
農
家
の
純
所
得
が
減
少
し
た
こ
と
は
、
消
費
購
買
力
の
減
少
と
な
っ
て
多
方
面
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
石
油
価
格
の
上
昇
に
よ
る
国
富
σ
減
少
、
冷
夏
災
害
等
に
よ
る
農
家
所
得
の
縮
減
が
婚
姻
件
数
の
減

図H－2　我が国の実質GNPの需要項目別

　　　　　構成比の推移
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少
、
住
宅
建
設
の
低
迷
を
と
も
な
い

つ
つ
、
消
費
購
買
力
の
低
下
の
原
因

と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
消
費
購
買

力
の
低
下
が
先
行
し
て
過
剰
生
産
が

表
面
化
し
た
。
そ
れ
が
消
費
の
多
様

化
、
小
口
取
引
、
在
庫
を
も
た
な
い

経
営
を
推
進
し
て
ゆ
く
の
だ
が
、
過

剰
生
産
は
、
生
産
に
お
け
る
異
常
な

拡
大
の
結
果
で
は
な
く
、
消
費
需
要

の
減
少
の
結
果
と
し
て
登
場
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
四
一
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四
二

も
ち
ろ
ん
、
経
済
的
な
低
迷
の
基
礎
に
は
、
景
気
循
環
的
な
不
況
の
ほ
か
に
、
わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
を
推
進
し
た
設
備
投
資
、
輸
出

の
増
加
と
い
う
条
件
が
過
剰
生
産
や
円
高
不
況
に
転
化
す
る
と
い
う
構
造
的
不
況
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
基
盤
の
う
え
で
、

第
二
次
石
油
危
機
の
発
生
に
よ
っ
て
急
激
な
消
費
需
要
の
減
少
が
生
じ
、
過
剰
生
産
が
一
挙
に
現
実
化
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

第
一
次
石
油
危
機
後
の
七
四
～
九
年
の
長
期
的
な
経
済
的
停
滞
の
基
礎
の
上
に
、
第
二
次
石
油
危
機
が
発
生
し
た
の
で
、
経
済
活
動
の
停

滞
と
い
う
あ
ら
か
じ
め
存
在
し
て
い
た
諸
関
係
が
よ
り
鋭
く
か
つ
広
範
囲
に
表
面
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
過
剰
生
産
が
消
費
需
要
の
減
少
に
よ
っ
て
表
面
化
し
た
と
い
う
こ
と
ば
、
そ
の
後
の
わ
が
国
の
経
済
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
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変
化
さ
せ
た
。
ま
ず
第
一
に
、
省
労
働
力
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
在
庫
削
減
、
設
備
投
資
の
抑
制
、
生
産
管
理
の
強
化
等
企
業
合
理
化
を
推

進
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
過
剰
生
産
後
の
経
済
の
収
縮
過
程
に
は
共
通
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
企
業
合
理
化
を
機
械
化
に
よ
っ
て
推
進

し
た
こ
と
で
あ
る
。
省
力
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
械
の
導
入
、
事
務
の
電
算
化
、
在
庫
・
生
産
・
販
売
管
理
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
、
省
力
化
投

資
の
充
実
等
々
。
第
二
に
市
場
か
ら
の
商
品
・
技
術
開
発
が
一
段
と
す
す
ん
だ
こ
と
は
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
消
費
の
多
様
化
、
多
品
種

少
量
需
要
へ
の
対
応
に
ど
の
企
業
も
迫
ら
れ
た
。
生
産
す
れ
ば
、
売
れ
た
時
代
か
ら
、
本
格
的
な
販
売
競
争
の
時
代
へ
の
転
換
の
中
で
、
．

機
械
化
に
よ
っ
て
多
品
種
少
量
生
産
が
強
制
さ
れ
た
。
消
費
需
要
の
多
様
化
が
こ
の
こ
と
を
強
制
し
た
の
で
あ
る
。
機
械
そ
れ
自
体
は
そ

の
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
少
品
種
の
商
品
を
大
量
生
産
す
る
の
に
適
し
て
い
た
が
、
消
費
需
要
は
機
械
を
用
い
て
多
品
種
少
量
生
産
を
要
求
．

し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
形
、
色
彩
、
デ
ザ
イ
ン
、
品
質
、
機
能
、
組
合
せ
等
の
非
価
格
競
争
が
価
格
競
争
以
上
に
重
要
な
地
位
を
占

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
三
に
消
費
需
要
の
減
少
・
低
迷
に
よ
っ
て
過
剰
生
産
が
表
面
化
し
た
か
ぎ
り
既
存
市
場
に
お
け
る
量
的
拡
大
の

み
な
ら
ず
、
国
内
及
び
外
居
も
含
め
て
新
市
場
の
拡
大
が
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
た
。
市
場
の
拡
大
と
の
関
連
に
お
い
て
商
品
企
画
が
重
視

さ
れ
、
応
用
技
術
が
発
達
し
、
新
素
材
が
用
い
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
’
消
費
需
要
の
変
化
に
鋭
く
対
応
し
、
売
れ
る
商
品
を
新
技
術
を



用
い
て
生
産
す
る
競
争
が
激
化
し
た
の
で
あ
る
。

4

市
場
面
か
ら
の
技
術
開
発

　
市
場
の
縮
減
に
よ
っ
て
過
剰
生
産
が
あ
ら
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
合
理
化
に
お
い
て
は
、
減
量
．
削
減
か
ら
自
動
化
へ
、
商
品
生
産

に
お
い
て
は
、
量
産
か
ら
多
様
化
、
創
造
・
提
案
型
へ
、
技
術
に
あ
っ
て
は
、
量
産
技
術
か
ら
高
性
能
．
新
鋭
技
術
へ
、
ま
た
シ
ス
テ
ム

化
へ
と
転
換
さ
せ
た
。
市
場
面
か
ら
み
た
開
発
、
創
造
が
強
制
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
第
一
次
石
油
危
機
後
に
お
い
て
は
、
過
剰
設
備
、
過
剰
在
庫
、
余
剰
労
働
力
、
借
入
金
の
過
多
な
ど
の
削
減
に
よ
っ
て
合
理
化
し
、
経

営
の
安
定
を
図
る
余
地
が
あ
っ
た
が
、
第
二
次
石
油
危
機
後
に
は
こ
う
し
た
趣
量
経
営
の
余
地
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
第

一
次
石
油
危
機
後
の
合
理
化
過
程
の
中
で
急
速
に
台
頭
し
て
き
た
省
力
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
開
発
投
資
が
一
定
の
成
果
を
あ
げ
、
，

多
方
面
の
応
用
技
術
を
展
開
さ
せ
た
。
業
際
分
野
へ
の
展
開
、
新
技
術
の
導
入
に
よ
る
活
性
化
、
新
素
材
の
利
用
に
よ
る
新
商
品
開
発
、

組
合
せ
、
複
合
化
に
よ
る
機
能
・
用
途
の
向
上
が
推
進
さ
れ
た
。
省
力
化
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
た
め
の
技
術
開
発
の
蓄
積
が
展
開
す
る

と
同
時
に
新
分
野
の
開
発
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
戦
後
の
わ
が
国
の
経
済
発
展
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
先
進
技
術
の
導
入
に
よ
る
技
術
革
新
と
そ
れ
に
裏
付
さ
れ
た
旺
盛

な
設
備
投
資
を
中
心
に
推
推
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
鉄
鋼
、
機
械
、
重
電
、
造
船
、
化
学
等
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
第
一
次
及
び
第
二
次
の
石
油
危
機
に
よ
り
、
本
格
的
な
過
剰
生
産
が
表
面
化
し
、
急
激
な
産
業
構
造
の
転
換
が
迫
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

　
ま
ず
、
素
材
生
産
龍
門
（
一
次
金
属
、
化
学
、
紙
・
パ
ル
プ
）
及
び
成
熟
産
業
部
門
（
造
船
、
繊
維
）
に
お
い
て
は
過
剰
生
産
が
長
期

　
　
i
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に
わ
た
っ
た
の
で
、
設
備
の
擁
棄
、
抑
制
が
行
わ
れ
た
が
、
加
工
度
の
高
い
部
門
（
電
気
機
械
、
一
般
機
械
、
精
密
機
械
、
医
薬
品
、
印
刷
、

通
信
、
運
輸
等
）
に
お
い
て
は
設
備
投
資
の
増
強
、
技
術
革
新
が
推
進
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
転
換
の
中
で
業
種
間
、
産
地
間
、
企
業

間
の
格
差
が
顕
著
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
市
場
の
多
様
な
変
化
へ
の
対
応
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
石
油
危
機
後
の
商
品
や
技
術
の
開
発
は
、
市
場
動
向
の
対
応
か
ら
生
じ
た
た
め
に
、
高
度
経
済
成
長
期
の
よ
う
に
社
会
的
分

業
化
、
機
械
の
採
用
に
よ
る
量
産
化
と
は
異
っ
て
、
機
械
を
用
い
た
多
品
種
少
量
生
産
が
一
般
化
し
た
。
だ
か
ら
業
際
分
野
、
新
技
術
や

新
素
材
を
用
い
た
品
質
の
高
い
商
品
分
野
、
多
様
な
組
合
せ
や
独
自
技
術
の
多
角
的
な
展
開
が
重
要
な
地
位
を
占
め
た
。
同
時
に
市
場
で

の
競
争
に
つ
い
て
も
、
た
ん
に
価
格
の
み
な
ら
ず
、
品
質
、
機
能
、
用
途
、
デ
ザ
イ
ン
、
形
、
色
彩
、
組
合
せ
、
感
覚
性
、
伝
統
性
等
の

非
価
格
競
争
が
重
視
さ
れ
た
。
多
品
種
少
量
生
産
が
消
費
需
要
の
多
様
化
の
中
か
ら
生
じ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
消
費
者
を
意
識
し
．

た
生
産
が
全
産
業
を
規
定
し
た
と
み
て
よ
い
の
で
あ
る
。
生
産
物
が
消
費
需
要
を
創
造
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
た
市

場
動
向
調
査
が
前
提
に
あ
っ
て
、
生
産
か
ら
出
発
し
て
い
る
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
だ
か
ら
例
え
ば
炭
素
繊
維
が
開
発
さ
れ
た
場
合
に
も
、
日
本
に
お
い
て
は
釣
ざ
お
、
テ
ニ
ス
・
ラ
ケ
ッ
ト
、
ゴ
ル
フ
道
具
、
ス
キ
ー
板

等
の
日
常
生
活
用
品
、
レ
ジ
ャ
ー
用
品
に
応
用
し
、
そ
の
後
に
自
動
車
、
航
空
機
に
採
用
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

は
、
炭
素
繊
維
の
す
ぐ
れ
た
性
質
か
ら
航
空
機
へ
の
応
用
が
ま
ず
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
最
も
消
費
需
要
の
多
い
部

門
や
商
品
へ
の
新
素
材
や
技
術
の
応
用
が
検
討
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
航
空
機
の
生
産
技
術
、
宇
宙
開
発
技
術
に
あ
っ
て
は
、

圧
倒
的
優
位
を
ア
メ
リ
カ
が
占
め
て
い
て
も
、
日
本
経
済
に
と
っ
て
は
、
そ
う
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
。
航
空
機
の
市
場
は
ア
メ
リ
カ
に

お
い
て
は
二
兆
円
程
度
で
あ
っ
て
、
販
売
市
場
が
小
さ
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
自
動
車
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
通
信

機
器
、
事
務
用
機
器
等
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
大
量
の
消
費
需
要
の
見
込
め
る
部
門
に
お
い
て
は
、
日
本
の
生
産
技
術
の
進
歩
は
著
し
い
の
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（資料）総務庁「科学技術研究調査報告」

（出所）昭和61年版『通商白書』大蔵省印刷局，・299ページ。

　　図H－4　産業構造と輸出の関係
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（備考）付加価値額は年度ベースである。
（資料）　大蔵省「貿易統計」・日本銀行「主要企業経営分析」

（出所）　昭和61年版『通商白書』大蔵省印刷局，296ページ。

で
あ
る
。
そ
れ
は
消
費
需
要
の
拡
大
と
い
う
面
か
ら
各
企
業
の
競
争
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
わ
が
国
の
国
際

競
争
力
が
強
い
と
い
う
の
は
、
あ
ぢ
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
技
術
水
準
が
高
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
最
も
大
量
に
消
費
す
る
分
野
の
商

品
技
術
、
す
な
わ
ち
、
ハ
イ
・
レ
ベ
ル
で
は
な
く
ミ
ド
ル
ま
た
は
ロ
ー
・
レ
ベ
ル
の
技
術
水
準
が
普
し
く
革
新
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I一，光ピックアップ，電子レンジ，ホームビデオ，ヘッドホンステレ　1

オ，ワイヤドットプリンター，レーザー，半導体レーザー，人工知能，；

半導体・発光ダイオード・磁気ヘッド・コンデンサー，太陽電池，エ　1

レベーター・エスカレーター・ヒートポンプエアコン，自動販売機，　i

自動預金支払機，バーコード読取装置

－
論

文
1

電子体温計，CT，超音波診断機，内視鏡，人工臓器，自動分析機，

X線画像診断機，人工血液

慣性航法装置・先端複合材料による軽量化，軽量ステンレス車体，新　1

幹線のモニタリングシステム，フライトシミュレーター，ロボット，　1

マイコン制御エンジン，エアロダイナミックデザイン，高性能エンジ　…

ン，デジタル表示システム，アンチスキッドブレーキ　　　　　　　1

走査型電子顕微鏡，オートフォーカス，IC露光装置，光学計測，顕微

鏡の自動画像解析，CTSシステム，シャドーマスク，オートマスク，

レイアウトスキャナー，紙容器，フィルム包装

データー通信システム，銀行POS，プラスチックカード，ファストフ

ード，CAD，情報検索，ソフトウエアー生産

緊急情報受信，デジタル符号，番組製作技術，ハイビジョン，自動車　i

電話・ポケットベル・電波システム，マイクロ波通信，国際通信サー　：

ビス，デジタル化による通信の高度化，デジタル交換機，ファクシミ

リ通信・ビデオテックス・衛星通信，光ファイバー，光通信

CTC（列車集中制御装置），COM（運転管理システム），ATC装置，　1

オンライン・リアルタイムシステム，自動化倉庫，コールドチェーン・1

交通総合管制，自動仕分機，MCA無線機，運航システム　　　　　　！

変電所の小型化，超高圧送電，高電圧CVケーブル，電力系統の自動

化，複合発電，ムーンライト（燃料電池），液体酸素，液体窒素

（出所） 『現代産業情報』岩波書店，1986年より作成し，『新・産業論』

日本経済新聞社，1987年で補完。
四
六

で
あ
る
。
技

術
進
歩
は
各

生
産
部
門
の

革
新
を
推
進

し
た
の
は
、

石
油
危
機
に

ほ
か
な
ら
な

い
。
技
術
進

歩
が
単
一
、

専
門
的
な
も

の
で
は
な

く
、
開
発
さ

れ
た
技
術
を

応
用
し
、
他

分
野
に
波
及

さ
せ
て
ゆ
く

と
い
う
も
の
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表H－2　　現代の新興産業技術と新興商品

産
業
業

水
農
鉱

建

設

食
　
・
叩

・繊　維

　紙
1ノくノレプ

化
学
工
業

田植機械，カニ棒，コンピューターによる魚及び果菜識別，性ホルモ

ンによる害虫防除，抗生物質農業・石油探鉱機・傾斜掘技術・微生物

利用による廃水処理

シールド工法，高層ビル工法，海底軟弱地盤強化技術・水中コンクリ

ート，LNG地下貯蔵タンク技術，建物診断機，ビル中水道の処理施

設，カーボンファイバー利用，建設ロボット，省エネルギービル建設

技術，海底発破工事技術

即席めん，凍結乾燥食品，発酵乳，冷凍保蔵技術，用途にあったグノヒ

テン成分処理，醤油から塩分だけ抜きとる技術，缶ピールと泡の効用，

天然色素シコニン，安価な糖源からのアミノ酸発酵・外食産業

アパレル産業とCAD，縫製の自動化・空気で布を織る・超極細繊維か

ら人工皮革，パンティストッキング，繊維素材，ティッシュペーパー，

紙オムツ，ノーカーボン紙，不織布，感熱紙

エチレンとプラスチック，炭素繊誰，無リン洗剤，機能性塗料，接着

剤，感光性樹脂，IC用レジスト・機能性色素・液晶・イオン交換樹脂・

プラスチック・バンパー，超高感度カラーフィルム，磁気テープ，触

媒，プラスチックレンズ・ステンレス製魔法瓶，エンプラ，超純水，

高分子膜FRP，合成ゴム，合成ダイヤモンド・フロッピーディスク・

ガス化技術

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

ゴ
　
　
ム
・

鉄
鋼
・
金
属

機
械

タイヤー技術，工業用ゴム，防振ゴム，ゴムベルト，ゴムホース，ツ

ーピースボール，耐火物，アルミナセラミックス，セラミックス工具，

フロート法による板ガラス，レーザガラス，光学ガラス，光ファイバ

ー，ガラスのバルブ，ガラスファイバー

鉄の連続鋳造，二次精錬，圧延による鋼生産，冷延鋼板の連続焼鈍，

表面処理鋼板，快削鋼，アモルファス，高惟能パイプ，合金粉，金属

缶，磁性流体，形状記憶合金，半導体シリコン，超電導線材，高純度

アルミニウム，レア・アース，ガリウム，インジウム，制振材料，メ

モリーとアルミニウム，超微粒子

NC工作機械，ボールベアリング，超精密位置決め，FA工場，産業用

ロボット，ダイシング・ソー，超精密加工・真空ポンプ・真空技術・

ガスタービン，金型
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四
八

問
で
は
相
互
作
用
的
、
複
合
性
を
な
し
て
い
る
。
最
近
い
か
な
る
技
術
の
発
達
が
み
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
表
且
i
2
に
示
さ
れ
る
通

り
で
あ
る
。
技
術
革
新
の
一
定
の
蓄
積
の
も
と
で
、
通
信
機
械
、
電
子
機
器
、
電
気
機
械
、
家
電
、
精
密
機
械
、
自
動
車
、
一
般
機
械
等

の
分
野
を
頂
点
と
し
て
輸
出
競
争
力
を
つ
け
て
き
た
の
で
あ
り
（
図
皿
1
2
）
、
さ
ら
に
ド
ル
安
・
円
高
の
為
替
調
整
の
中
で
一
段
と
技

術
進
歩
を
推
進
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
技
術
開
発
に
対
す
る
投
資
は
研
究
開
発
投
資
の
増
加
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
第
二
次
石
油
危
機
以

降
増
加
傾
向
を
示
し
、
一
九
八
五
年
九
月
ド
ル
安
・
円
高
以
降
一
段
と
強
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
技
術
開
発
力
及
び
商
品

の
企
画
・
開
発
の
強
化
が
日
本
の
国
際
競
争
力
の
原
因
で
あ
り
、
円
高
・
ド
ル
安
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
円
高
．
ド
ル

安
に
よ
っ
て
一
段
と
技
術
開
発
力
及
び
商
品
企
画
・
開
発
が
強
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

5

販
売
市
場
の
拡
大
と
輸
出

　
第
二
次
石
油
危
機
は
消
費
需
要
の
削
減
に
よ
っ
て
過
剰
生
産
を
表
面
化
さ
せ
た
た
め
に
、
当
時
の
日
本
経
済
の
当
面
し
た
重
要
問
題
の

一
つ
は
市
場
の
拡
大
で
あ
っ
た
。
国
内
景
気
は
低
迷
を
続
け
て
い
た
が
、
日
本
企
業
は
次
の
分
野
に
お
い
て
市
場
を
拡
大
し
て
き
た
。
日

省
力
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
た
め
の
技
術
開
発
、
口
消
費
の
多
様
化
に
と
も
な
う
分
野
、
日
品
質
が
よ
く
、
取
扱
い
方
が
便
利
な
商
品

分
野
、
四
レ
ベ
ル
の
高
い
機
能
分
野
の
商
品
、
国
健
康
、
趣
味
、
レ
ジ
ャ
ー
等
の
需
要
充
足
、
因
時
間
の
節
約
可
能
な
分
野
、
岡
感
性
に

訴
え
る
分
野
、
囚
複
合
的
な
分
野
等
、
国
内
市
場
に
お
け
る
多
様
な
需
要
充
足
を
価
格
面
の
み
な
ら
ず
品
質
、
機
能
、
技
術
、
デ
ザ
イ
ン

等
非
価
格
面
で
行
い
つ
つ
、
市
場
争
奪
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
狭
隘
な
国
内
市
場
の
中
で
生
産
物
の
販
売
は
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
、
商
品
・
技
術
開
発
や
対
米
輸
出
へ
傾
斜
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
場
合
わ
が
国
の
輸
出
に
お
い
て
き
わ
め
て
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
外
国
為
替
相
場
が
ド
ル
高
・
円
安
に
転
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
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（出所）

　3　6’912　3　6　9　12　3　6　9　12　書　6　9（月）．

一5β一一59一一r60一一』一61一（年）
　　大蔵省　　「貿易統計」により作成。　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　地域別輸出価格指数

　　・地域別輸出額指数（ドルペース）は，地域別輸出額（ドルベース）

　　　を55年＝100で指数化したもの。

　　・地域別輸出価格指数は，商品別輸出価格指数を各地域別輸出額（ド

　　　ルペース）構成比でウェイトづけしたもの。

　昭和62年版r日本経済の現況』経済企画庁調査局，20ページ。

　　　　　コ

2．地域別輸出数量指数は地域別輸出額指数（ドルベース）で試算。

が
、
八
一
年
二
二
七
円
、
八
二
年

二
四
九
円
、
八
三
年
二
三
六
円
、

八
四
年
二
四
四
円
、
八
五
年
一
5

六
月
平
均
二
五
四
円
と
な
ウ
た
。

七
八
年
平
均
二
〇
一
円
か
ら
み
れ

ば
、
輸
出
産
業
に
と
っ
て
は
、
著

し
く
有
利
な
状
況
が
形
成
さ
れ
、

長
期
間
続
い
た
。
ド
ル
高
・
円

安
に
よ
る
為
替
差
益
の
発
生
に
よ

り
、
輸
出
産
業
は
ア
メ
リ
カ
ヘ
の

輸
出
に
よ
っ
て
巨
額
の
利
潤
を
あ

げ
、
そ
の
利
潤
を
能
力
増
強
の
た

め
の
投
資
に
向
け
、
労
働
生
産
性

を
高
め
、
対
米
輸
出
を
増
や
し
て

き
た
の
で
あ
る
。
対
米
輸
出
数
量

　
　
　
　
　
四
九
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’　ド

　　ノレ

　　II

　　七
　　円

　　で

　　あ

　　つ
　　た

九
八
○
年
の
円
相
場
の
平
均
値
は
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（資料）　大蔵省『法人統計季報』より作成

（出所）　昭和62年版『日本経済の現況』経済企画庁調査局，74ページ。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

指
数
で
み
る
と
、
一
九
八
O
年
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
八
四
年

に
は
二
〇
〇
に
達
し
、
総
合
平
均
一
三
〇
を
は
る
か
に
こ
え

て
い
る
（
図
H
1
5
）
。
八
一
～
八
五
年
上
期
に
お
け
る
平

均
の
売
上
高
経
常
利
益
率
で
み
る
と
、
非
輸
出
産
業
の
二
．

五
％
に
対
し
て
輸
出
産
業
は
四
・
五
％
で
ニ
ポ
イ
ン
ト
高
い

の
で
あ
る
（
図
H
1
6
）
。
利
潤
率
の
と
く
に
高
か
っ
た
分

野
は
、
自
動
車
、
電
気
機
敏
、
一
般
機
械
、
精
密
機
械
部
門

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
部
門
は
技
術
開
発
に
集
中
的
な
投
資
を

行
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
二
三
％
に
及
ぶ
所
得
減
税
に
よ
る
内
需
拡
大

政
策
の
効
果
が
ア
メ
リ
カ
国
内
企
業
の
生
産
物
の
販
売
市
場

と
い
う
よ
り
も
日
本
企
業
の
市
場
拡
大
に
あ
ら
わ
れ
た
事
実

は
否
定
で
き
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
の

は
、
H
日
本
の
商
品
・
技
術
開
発
が
生
産
財
・
資
本
財
及
び

消
費
財
を
含
め
て
消
費
市
場
の
面
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
き
た

と
い
う
こ
と
、
ロ
ド
ル
高
・
円
安
に
よ
っ
て
輸
出
商
品
価
格

の
下
落
が
生
じ
た
こ
と
、
国
利
潤
の
研
究
開
発
へ
の
集
中
的
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（資料）　経済企画庁「民間企業資本ストック」

（出所）　昭和61年版『通商白書』大蔵省印刷局，298ページ。

飛
躍
的
に
進
み
、
日
本
の
国
際
競
争
力
が
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
■
（
図
H
1
7
・
8
）
。
し
た
が
っ
て
、

国
際
競
争
力
は
、
ド
ル
高
・
円
安
と
い
う
為
替
調
整
面
”
外
的
条
件
・
枠
組
の
変
化
か
ら
誘
導
さ
れ
、
次
第
に
商
品
開
発
・
技
術
革
新
力

と
い
う
わ
が
国
内
部
の
経
済
体
質
の
問
題
に
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
円
高
・
ド
ル
安
と
い
う
為
替
調
整
に
よ
っ
て
わ
が
国

の
貿
易
収
支
が
大
幅
に
縮
減
し
え
な
い
の
は
、
商
品
開
発
力
、
技
術
革
新
に
よ
る
競
争
力
に
あ
る
。
こ
う
し
た
競
争
力
を
も
た
な
い
輸
出

　
－
円
高
・
ド
ル
安
の
根
拠
に
つ
い
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一

な
投
下
に
と
も
な
う
競
争
力
の
あ
る
新
商

品
が
創
造
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ

る
n・

わ
が
国
の
対
米
輸
出
は
、
一
方
で
は
国

内
に
お
け
る
過
剰
生
産
に
端
を
発
し
、
他

方
で
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
対
策
H
「
ド

ル
」
価
値
安
定
の
た
め
の
高
金
利
政
策
に

よ
る
ド
ル
高
・
円
安
に
よ
り
誘
導
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
ド
ル
高
・
円
安
が
長
期
，

化
し
、
さ
ら
に
所
得
減
税
政
策
の
採
用
に

と
も
な
う
内
需
拡
大
が
強
行
さ
れ
た
結

果
、
加
速
度
が
つ
い
て
輸
出
が
拡
大
し
、

同
時
に
日
本
の
輸
出
産
業
の
技
術
革
新
が

　
　
　
　
わ
が
国
の
貿
易
収
支
の
黒
字
H



1

ド
ル
「
価
値
」
安
定
と
高
金
利
政
策

潔
㈱
枷
姻
㎜
㎜
m
。
僻
鋤
㎜
蜘
。
輪
編
　
む
折
貯
袈
奮
観
護
支
の

黒
字
額
が
大
幅
に
縮
小
し
な
い
ゆ
え
ん
も
こ
こ
に
あ
る
。
商
品
・
技
術
開
発
力
の
蓄
積
が
貿
易
収
支
を
決
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
三
　
米
国
経
済
の
国
際
競
争
力
の
低
下
原
因

図H－8
（拓年軍100）

業種別労働生産性の推移
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（備考）労働生産性は，次式により算出した。
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　　　　　　　就業者数×労働時間

（資料）　「国民経済計算年報」，労働省「労働統計年報」

（出所）昭和61年版『通商白書』大蔵省印刷局，299ペ

　　　ージ。

　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

産
業
は
為
替
調
整
の
中
で
短
期
間
に
衰
退

し
た
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
構
造
的
不

況
業
種
の
輸
出
型
企
業
、
輸
出
地
場
産
業

等
々
。

　
わ
が
国
の
輸
出
型
企
業
は
ド
ル
高
・
円

安
に
よ
っ
て
成
長
の
条
件
を
与
え
ら
れ
た

と
は
い
え
、
生
産
能
力
増
強
の
投
資
、
労
．

働
生
産
性
の
向
上
、
技
術
革
新
商
品
開
発

力
等
の
競
争
条
件
が
長
期
に
わ
た
る
ド
ル

高
・
円
安
の
中
で
体
質
と
し
て
確
立
さ
れ

て
き
た
。
そ
こ
で
為
替
の
調
整
に
よ
っ
て



　
第
二
次
石
油
危
機
は
、
一
九
七
〇
年
か
ら
顕
著
な
経
済
現
象
と
し
て
人
々
の
注
目
を
集
め
て
き
た
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
一
挙
に
露

呈
さ
せ
た
。
一
方
に
お
け
る
不
況
の
深
刻
化
と
他
方
に
お
け
る
物
価
騰
貴
と
い
う
相
矛
盾
す
る
経
済
現
象
に
よ
り
、
同
時
に
二
つ
の
課
題

を
と
く
経
済
政
策
が
必
要
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
政
策
は
現
実
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
景
気
対
策
を
重
視
す
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
激
化
し
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
対
策
を
推
進
す
れ
ば
、
一
だ
ん
と
不
況
が
深
ま
る
。
通
常
の
経
済
動
向
か
ら
す
れ
ば
、
好
景
気

に
は
物
価
が
騰
貴
し
、
反
対
に
不
況
、
停
滞
期
に
は
そ
れ
は
下
落
す
る
の
に
、
石
油
危
機
後
の
ア
メ
リ
カ
を
お
そ
っ
た
経
済
現
象
は
、
不

況
下
に
お
い
て
顕
著
な
物
価
の
騰
貴
が
み
ら
れ
、
長
期
化
の
様
相
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
の
採
用
し
た
経
済
政

策
は
、
い
わ
ゆ
る
国
内
均
衡
よ
り
も
国
際
均
衡
を
優
先
す
る
と
い
う
、
国
際
通
貨
と
し
て
の
ド
ル
の
「
通
貨
価
値
」
の
安
定
の
政
策
で
あ

っ
た
。
国
内
不
況
の
深
刻
化
よ
り
も
国
際
通
貨
と
し
て
の
ド
ル
の
「
減
価
」
n
不
信
”
信
用
不
安
を
ア
メ
リ
カ
政
策
当
局
者
は
危
惧
し
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
物
価
安
定
の
た
め
に
金
融
引
締
政
策
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
国
際
的
忙
貨
幣
資
本
量
が
過
剰
で
あ
っ
た

の
で
、
き
び
し
い
マ
ネ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
量
の
調
整
と
高
金
利
政
策
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
第
二
次
石
油
危
機
後
の
経
済
活
動
の
停
滞

下
に
お
け
る
高
金
利
政
策
の
採
用
と
そ
の
長
期
的
な
持
続
と
い
う
特
異
な
、
経
済
理
論
的
に
は
考
え
ら
れ
な
い
状
況
が
発
生
し
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
特
異
な
と
い
う
わ
け
は
、
経
済
の
一
般
的
な
原
理
か
ら
す
れ
ば
、
停
滞
期
に
は
貨
幣
資
本
に
対
す
る
需
要
に
比
し
て
供
給
が
過

剰
で
あ
る
か
ら
、
利
子
率
は
低
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
不
況
下
に
あ
っ
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
発
生
し
、
そ
の
た
め
、

既
存
の
金
利
体
系
は
形
骸
化
し
、
年
金
資
金
を
中
心
と
し
て
大
量
に
集
め
ら
れ
て
い
る
遊
休
貨
幣
資
本
の
動
き
も
あ
っ
て
、
不
況
下
の
高

金
利
政
策
が
断
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
七
九
年
一
〇
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
連
邦
準
備
銀
行
の
新
金
融
調
節
方
式
の
導
入
を
契
機
に
、
一
九
八
一
年
に
．
は
長
期
国

債
の
最
高
利
回
り
一
五
・
四
九
％
、
八
二
年
に
は
一
四
・
九
一
％
、
八
三
年
一
三
・
七
九
％
へ
と
長
期
金
利
は
高
水
準
へ
と
大
転
換
を
と

　
　
レ
円
高
・
ド
ル
安
の
根
拠
に
つ
い
て
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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げ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
中
央
銀
行
・
F
R
B
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
は
主
に
マ
ネ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
を
基
準
と
し
て
金
融
政
策
を
実
行

し
、
そ
の
政
策
手
段
と
し
て
フ
ェ
デ
ラ
ル
・
フ
ァ
ン
ド
・
レ
ー
ト
を
用
い
た
。
し
か
し
第
二
次
石
油
危
機
後
に
発
生
し
た
一
〇
％
台
の
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
フ
ェ
デ
ラ
ル
・
フ
ァ
ン
ド
・
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
は
マ
ネ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
を
調
節
し
が
た
く
な
っ
た
。
F
R
B

縁
、
市
場
金
利
レ
ー
ト
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
フ
ェ
デ
ラ
ル
・
フ
ァ
ン
ド
・
レ
ー
ト
だ
け
を
高
利
に
導
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
F
R
B
は
、
短
期
的
な
マ
ネ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
を
抑
制
し
、
貨
幣
市
場
の
資
金
需
要
を
逼
迫
化
さ
せ
、
市
場
の
短
期

資
金
の
名
目
的
金
利
を
上
昇
さ
せ
な
が
ら
、
高
金
利
政
策
を
誘
導
し
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
抑
制
H
ド
ル
の
「
通
貨
価
値
」
の
安
定
を

図
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
七
七
年
六
・
六
五
％
で
あ
っ
た
フ
ェ
デ
ラ
ル
・
フ
ァ
ン
ド
・
レ
ー
ト
を
八
○
年
に
は
一
九
・
八
三
％
、

八
一
年
二
〇
・
〇
六
％
に
上
昇
さ
せ
、
他
の
金
利
も
連
動
し
て
大
幅
に
引
上
げ
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
八
一
年
に
は
、
財
務
証
券
（
一
〇
年

も
の
）
の
最
高
利
子
一
六
・
七
％
、
C
D
一
八
・
七
八
％
、
C
P
（
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ペ
ー
パ
ー
）
一
八
・
O
O
％
、
社
債
ム
ー
デ
ィ
（
A

a
a
格
）
一
五
・
七
五
％
、
地
方
債
非
課
税
（
A
a
a
格
）
二
丁
六
％
、
プ
ラ
イ
ム
・
レ
ー
ト
ニ
○
・
五
％
、
ユ
ー
ロ
ー
・
ダ
ラ
ー
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

．
ケ
月
も
の
）
二
〇
・
六
五
％
と
な
っ
た
。
そ
の
傾
向
が
長
期
的
に
持
続
さ
れ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
長
期
金
利
（
二
〇
年
も
の
国
債
の
利
ま
わ
り
）
は
、
一
九
六
〇
年
代
四
～
五
％
、
七
〇
年
代
六
～
七
％
で
あ
っ
た
が
、
八

○
年
代
に
入
っ
て
一
〇
～
■
ハ
％
の
水
準
へ
推
移
し
た
。
日
本
に
比
較
し
て
低
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
金
利
水
準
（
一
九
七
三
～
六
年
に
お

け
る
ア
メ
リ
カ
の
公
定
歩
合
は
日
本
の
そ
れ
よ
り
も
○
・
五
～
一
・
五
％
低
か
っ
た
）
は
、
一
挙
に
高
く
な
り
、
日
本
の
そ
れ
よ
り
も
四

～
六
％
高
い
水
準
を
持
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
高
金
利
政
策
が
経
済
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
状
況
の
も
と
で
推
進

さ
れ
、
強
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
新
し
い
現
象
を
ひ
き
お
こ
し
た
の
で
あ
る
。
第
一
に
金
融
の
自
由
化
で
あ
り
、
第
二
に
不
況

の
深
刻
化
・
技
術
進
歩
の
立
ち
遅
れ
で
あ
り
、
第
三
に
財
政
赤
字
と
高
金
利
の
悪
循
環
で
あ
っ
た
。

　
　
1
円
高
・
ド
ル
安
の
根
拠
に
つ
い
て
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



1
論

文
－

五
六

2
　
金
融
の
自
由
化

　
金
融
の
自
由
化
は
、
金
融
当
局
が
自
ら
好
ん
で
採
用
し
た
結
果
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
巨
額
の
累
積
さ
れ
た
貨
幣
資
本
が
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
下
で
急
激
な
利
子
選
好
を
開
始
し
た
と
い
う
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
金
融
自
由
化
の
舞
台
に
最
初
に
登
場
し
た
の
は
、
証
券

会
社
が
開
発
し
た
M
M
F
（
マ
ネ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
フ
ァ
ン
ド
）
で
あ
っ
た
。
こ
0
金
融
新
商
品
は
、
オ
ー
プ
ン
型
の
投
資
信
託
で
あ

る
が
、
T
B
（
財
務
証
券
）
、
C
D
（
譲
渡
性
預
金
）
、
C
P
（
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ペ
ー
パ
ー
”
企
業
の
短
期
資
金
の
調
達
手
段
）
を
運
用

・
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
高
金
利
か
つ
換
金
自
由
と
い
う
特
典
に
よ
り
、
M
M
F
は
大
口
預
金
者
に
歓
迎
さ
れ
た
。
当
時
銀
行
預
金
は
、
上

限
の
金
利
規
制
下
に
あ
っ
た
か
ら
、
銀
行
か
ら
証
券
会
社
へ
大
規
模
な
資
金
の
シ
フ
ト
が
生
じ
た
。
金
利
差
が
大
き
く
、
M
M
F
が
有
利

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
証
券
会
社
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
小
切
手
の
振
出
し
等
を
く
み
あ
わ
せ
た
C
M
A
（
現
金
管
理
勘

定
）
を
開
設
し
、
有
利
な
地
位
を
占
め
た
。

　
貨
幣
資
本
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
へ
で
も
自
由
に
移
動
可
能
な
形
態
に
あ
る
の
で
、
銀
行
も
証
券
会
社
の
M
M
F
に
対
抗
手
段
を
確
立

し
、
高
金
利
商
品
を
開
発
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
そ
れ
が
、
預
金
金
利
の
規
制
の
一
部
緩
和
の
も
と
で
創
設
さ
れ
た
M
M
A
（
金
融
市

場
預
金
口
座
）
で
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
N
O
W
（
利
付
当
座
預
金
）
で
あ
っ
た
。
前
者
は
当
座
預
金
と
同
様
に
小
切
手
の
振
出
し
の
で
き
る

預
金
口
座
の
開
設
で
あ
り
、
後
者
は
一
ケ
月
に
何
度
も
小
切
手
を
振
り
出
せ
る
利
付
当
座
預
金
創
設
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
　

　
預
金
金
利
の
規
制
の
撤
廃
が
急
速
に
金
融
機
関
の
内
部
か
ら
な
し
く
ず
し
的
に
す
す
み
、
顧
客
の
需
要
の
多
様
化
を
背
景
と
し
て
、
保

険
、
証
券
会
社
等
の
銀
行
業
務
へ
、
ま
た
逆
の
銀
行
の
証
券
業
務
へ
の
進
出
が
す
す
み
、
金
融
機
関
の
同
質
化
の
傾
向
が
強
化
さ
れ
た
。

こ
の
金
融
の
自
由
化
は
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
土
壌
の
上
に
花
が
開
い
た
の
で
あ
っ
て
、
通
常
の
金
利
よ
り
も
高
い
金
利



へ
の
競
争
戦
の
上
で
確
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
自
由
化
は
高
金
利
に
お
い
て
平
準
化
さ
せ
る
競
争
で
も
あ
っ
た
。
し
か

し
経
済
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
状
況
の
も
と
で
、
高
金
利
の
機
構
が
確
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
由
競
争
下
に
お
け
る
利
手
率
変
動
の

原
理
と
は
正
反
対
の
現
実
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
経
済
の
低
迷
期
に
は
利
子
は
低
い
は
ず
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
低
く
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
っ
た
。
経
済
活
動
が
低
迷
し
、
停
滞
し
て
い
る
時
期
に
金
融
機
関
が
自
由
化
と
い
う
競
争
の
名
の
も

と
に
、
長
期
に
わ
た
っ
て
高
金
利
が
持
続
さ
れ
る
な
ら
ば
、
海
外
資
本
の
流
入
に
よ
り
資
本
収
支
は
黒
字
と
な
る
が
（
財
政
赤
字
に
よ
っ

て
推
進
さ
れ
て
い
る
）
、
【
金
融
の
成
立
基
盤
た
る
産
業
活
動
の
停
滞
・
弱
体
化
が
促
進
さ
れ
惹
で
あ
ろ
う
。
産
業
活
動
の
停
滞
が
ア
メ
リ

カ
の
国
際
競
争
力
の
低
下
の
原
因
と
な
り
、
為
替
相
場
の
逆
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
一
九
八
五
年
版
『
日
経
金
融
年
報
』
日
本
公
社
債
研
究
所
、
五
六
九
ペ
ー
ジ
。

3

高
金
利
政
策
と
技
術
革
新
の
立
ち
遅
れ

　
利
子
率
は
貨
幣
資
本
に
た
い
す
る
需
要
と
供
給
、
借
手
と
貸
手
と
の
競
争
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
供
給
さ
れ
る
貨
幣
資
本
に
対
す
る
需
要

が
少
な
け
れ
ば
、
利
子
率
は
低
下
す
る
し
、
手
形
の
支
払
や
石
油
代
金
の
支
払
等
の
集
中
す
る
場
合
に
は
貨
幣
資
本
の
需
要
は
増
え
、
利

子
率
は
上
昇
す
る
。
こ
の
よ
う
に
市
場
に
お
い
て
は
、
利
子
率
は
た
え
ず
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
長
期
的
に
は
、
周
期
性
を

も
っ
て
反
復
さ
れ
る
産
業
循
環
の
各
局
面
に
応
じ
て
利
子
率
は
変
化
す
る
。
経
済
活
動
の
停
滞
期
に
お
い
て
は
、
利
子
率
は
低
く
な
る
。

と
い
う
の
は
、
供
給
面
か
ら
す
れ
ば
、
企
業
活
動
の
合
理
化
北
よ
っ
て
、
規
模
縮
小
、
在
庫
投
資
の
抑
制
に
よ
り
、
遊
離
さ
れ
た
貨
幣
資

本
が
増
加
す
る
か
ら
で
あ
り
、
設
備
の
更
新
や
追
加
投
資
が
抑
制
さ
れ
る
結
果
、
剰
余
積
立
金
や
減
価
償
却
資
金
は
現
実
資
本
に
転
化
で

き
ず
、
貨
幣
形
態
で
蓄
積
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
う
え
に
、
海
外
輸
出
が
国
内
景
気
の
悪
化
に
よ
り
増
加
し
、
外
貨
が
流
入
し
て
く

　
　
1
円
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ル
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て
1
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れ
ば
、
そ
れ
は
貸
付
資
本
と
な
り
、
利
子
率
を
引
き
下
げ
る
要
因
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
供
給
の
増
加
に
対
し
て
需
要
面
か
ら
み
れ
ば
、
、

取
引
の
縮
小
と
停
滞
、
商
品
価
格
の
低
迷
、
雇
用
者
数
の
減
少
や
労
働
時
間
の
短
縮
に
よ
ろ
労
賃
と
し
て
支
払
わ
れ
る
貨
幣
額
の
減
少
等

に
よ
り
流
通
手
段
と
し
て
の
貨
幣
量
が
減
る
し
、
対
外
債
務
の
支
払
も
減
少
し
、
借
入
れ
に
よ
っ
て
新
事
業
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
企
業

家
も
少
な
く
、
手
形
取
引
も
減
っ
て
お
り
、
支
払
手
段
と
し
て
の
貨
幣
需
要
も
落
ち
こ
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
貨
幣
資
本
の

供
給
が
増
加
ず
る
の
に
、
需
要
は
減
少
し
利
子
率
は
低
下
す
る
。
利
子
率
の
低
い
状
況
が
長
期
間
続
く
中
で
、
老
朽
化
し
た
設
備
の
更
新
、

複
合
的
、
多
角
的
な
事
業
の
展
開
、
新
分
野
の
形
成
、
技
術
進
歩
が
み
ら
れ
、
停
滞
期
か
ら
好
況
期
へ
向
か
い
、
利
子
率
は
徐
々
に
上
昇

に
転
じ
る
。

　
と
こ
ろ
で
第
二
次
石
油
危
機
の
発
生
に
よ
り
、
経
済
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
と
き
に
、
ア
メ
リ
カ
は
物
価
対
策
と
し
て
高
金
利
政
策
を

採
用
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
九
～
八
一
年
に
お
け
る
ア
メ
リ
ガ
の
消
費
者
物
価
の
上
昇
率
は
二
・
五
％
、
二
二
・
五
％
、
一
〇
・
四

％
で
あ
り
、
卿
売
物
価
の
そ
れ
は
一
一
・
一
％
、
二
二
・
五
％
、
九
・
二
％
で
あ
っ
た
。
物
価
対
策
と
し
て
マ
ネ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
の
抑

制
を
背
景
に
高
金
利
政
策
を
持
続
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
八
二
年
以
降
物
価
が
下
落
（
八
二
～
四
年
の
消
費
物
価
上
昇
率
六
二
％
、

三
・
二
％
、
四
・
三
％
、
卸
売
物
価
四
・
○
％
、
一
・
六
％
、
二
・
一
％
）
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
い
利
子
率
を
持
続
す
る
政

策
を
採
用
し
た
結
果
、
設
備
投
資
、
技
術
進
歩
、
国
際
資
本
移
動
、
雇
用
、
財
政
、
個
人
消
費
、
国
際
競
争
力
等
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
多

く
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
．

　
一
〇
％
を
こ
え
る
高
金
利
政
策
が
長
期
間
継
続
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
設
備
投
資
が
抑
制
さ
れ
、
そ
れ
に
関
連
し
て
新
鋭
の
技
術
の
採

用
が
立
ち
遅
れ
、
技
術
革
新
の
気
風
も
盛
り
あ
が
ら
ず
、
技
術
進
歩
の
ス
ピ
ー
ド
は
鈍
化
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
国
際
競
争
力
の
低
下
と
長

期
資
本
の
流
入
に
よ
る
ド
ル
高
の
定
着
に
よ
り
、
商
品
輸
入
が
増
加
し
た
。
内
需
の
拡
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
企
業
の
販
売
は
不



表皿一1　アメリカのハイテク製品市場動向

（単位：鎚）

輸入依存度の
変化
（80年→85年）

　15．3→18．7

　5．4・→6．9

　6．4→4．8

　6．1→18．5

　15．0→21．5

　7．8→8．6
i

　9．9→12．5

輸入1国内消費

伸副伸び率

　8．11　3．8
　　　i
　16．8…　　　11．3
　　　1
△　　0．2　　　　　5．9

　　　　
　48・8119・4
　20．6　　　　　12．2

　　　1
　12．51　　　10．2

　13．91　　　　8．9
　　　し

出荷1輸出
伸び率1伸び率

　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
ラ

2．

l
乳
氏
氏

　
　
△

　
　
ノ
む
　
　
　
　
　
　

2
0
．
4
．
5
9

π
1
1
－
－
…

3．7

2．7

8．3

7．2

　　　　　項目

市場　＼
工業用無機化学品

医　薬　品

内燃機関
電子・計算機
通信設備・電子部品

誘導ミサイル・宇宙機

専門家用理科学機器

！
円
高
・
ド
ル
安
の
根
拠
に
つ
い
て
一

（備考）L　いずれも80年から85年への変化を示す。

　　　　　伸び率は年率％，依存度は80年の依存度と85年の依存度を示す。

　　　2．輸入依存度＝輸入額／（出荷額十輸入額一輸出額）

（資料）　アメリカ商務省rU．S・Industria10utlook1986」

（出所）　昭和61年版『通商白書』大蔵省印刷局，319ページ。

振
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
企
業
の
国

内
外
の
販
売
競
争
力
の
低
下
が
ド
ル
高
に
よ
っ
て
生
じ
た
だ
け
で
な

く
最
新
鋭
の
技
術
を
も
っ
た
設
備
投
資
の
立
ち
遅
れ
に
よ
っ
て
生
じ

た
と
W
う
．
こ
と
で
あ
る
。
高
金
利
政
策
の
持
続
に
よ
り
設
備
投
資
意

欲
が
喪
失
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ド
ル
高
を
契
機
に
外
国
輸
出
は
困
難

さ
を
増
し
、
国
内
市
場
に
は
外
国
製
品
が
大
量
に
流
入
し
て
ア
メ
リ

カ
企
業
の
経
営
は
悪
化
し
て
い
る
と
き
に
、
高
金
利
の
借
入
れ
に
よ

り
設
備
投
資
を
続
け
る
事
業
家
は
著
し
く
減
少
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
借
入
金
は
、
極
力
返
済
さ
れ
、
各
種
積
立
金
や
引
当
金
や
準
備

金
は
設
備
投
資
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
債
券
投
資
に
向
け
ら
れ
た
。

一
九
八
0
～
八
五
年
の
高
金
利
、
円
安
・
ド
ル
高
時
代
に
は
、
ア
メ

リ
カ
に
あ
っ
て
は
、
技
術
革
新
を
と
も
な
っ
た
設
備
投
資
が
抑
制
さ

れ
た
が
、
そ
れ
が
長
期
に
及
ん
だ
の
で
、
機
械
技
術
は
陳
腐
化
し
、

新
技
術
の
開
発
と
応
用
に
よ
る
品
質
・
機
能
、
形
状
、
デ
ザ
イ
ン
等

の
商
品
開
発
力
の
面
で
の
立
ち
遅
れ
、
あ
る
い
は
労
働
生
産
性
の
相

対
的
な
低
下
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
主
力
商
品
が
日
本

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
新
興
工
業
国
に
と
っ
て
代
ら
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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　　　2．85年海外設備投資は，計画ベース．
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　　　大蔵省印刷局，256ページ．
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5
　
　
％
で
あ
っ
た
が
　
八
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

料
　
　
所
　
　
　
年
六
二
％
に
低
下

資
　
　
　
出

（
　
　
　
（
　
　
　
　
し
、
逆
に
輸
入
依
存
度

は
六
・
八
％
か
ら
八
・
二
％
に
増
加
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
場
合
に
は
輸
出
依

存
度
は
一
一
・
二
％
か
ら
一
二
・
七
％
へ
上
昇

し
、
輸
入
依
存
度
は
二
・
六
％
か
ら
一
〇
・

九
％
へ
低
下
し
て
い
る
。
日
本
の
一
九
八
三
年

の
輸
入
の
う
ち
鉱
物
性
燃
料
四
七
・
三
％
、
食

料
品
一
一
．
喜
九
％
、
原
材
料
品
一
五
二
二
％
等

が
圧
倒
的
に
多
く
、
輸
出
で
は
、
機
械
機
器
が

六
三
・
八
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

同
年
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
は
鉱
物
性
燃

　0
　　80　　　82　　桝侑

（備考）総輸入のうちから，部

　　　品と明確に分類できる
　　　ものだけを累計した。
　　　よって，実際には，部
　　　品輸入額はより多いと
　　　推定される。
（資料）アメリカ商務省「U．

　　　S　General　Imports
　　　and　Imports　for
　　　Consumption」
（出所）昭和61年版r通商白
　　　書』大蔵省印刷局，
　　　257ページ。

　
　
六
〇

に
な
っ
た
。



　　　表皿一2　ハイテク製品輸出入の総輸出入に占めるシェアの推移

11輸　　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

　　　　7

アメリカ bciイギリス匹ドイツフランス

18．7

21．2

25．6

22．21

24．6i

27．0
　　　　！

25．2

25．6

27．6

21．9

24．3

25．91
　　　　1

26．〇一

23．0

30．4

旦轡lo肇D1’日本

75 @12…119・8
80　　　　　　　1　　　20．8・　　　24．7

　　　　　　1　　1

84　i24・3132・1

年

（単位：％）
入（2）輸

EC 激Cギリス1西ドイツiフランス
16．2

17．3

20．1

14．4

16．3

20．5

14．4

18．7

24．5

アメリカ

1．81

3．91

8．51

11．7

12．9

20．0

　国・地域O　E　C　D…

＼F計、日本
75　　14．517．1
80　　　　　　　15．5　　　7．8

84　口9．611。．9i

－
円
高
・
ド
ル
安
の
根
拠
に
つ
い
て
一

年

（備考）　各地域毎に総輸出入に対するハイテク製品輸出入の比率を計算。

（資料）　O　E　C　D「B統計」

（出所）　昭和61年版r通商白書』大蔵省印刷局・314ページ。

料
二
二
・
四
％
、
原
料
品
四
・
，
一
％
、
食
料
品
七
．
六
％
、
合

計
三
四
・
一
％
で
あ
り
、
ほ
ぼ
そ
れ
ら
と
同
額
の
機
械
機
器
三

三
・
二
％
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
輸
出
で
は
機
械
機
器
四
二
．

三
％
に
つ
い
で
食
料
品
二
二
・
六
％
、
原
料
品
一
〇
．
三
％
が

多
く
、
一
次
産
品
を
輸
出
し
て
二
次
産
品
を
輸
入
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
日
本
へ
の
輸
出
は
、
一
九
八
○
年
三
〇
七
億
ド

ル
（
総
輸
出
の
九
・
四
％
）
、
八
五
年
二
二
六
徳
ド
ル
（
同
一

〇
・
七
％
）
で
五
年
間
に
は
、
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
い
。
こ
れ

に
対
し
て
日
本
か
ら
の
輸
入
は
八
○
年
三
二
九
億
ド
ル
（
総
輸

入
額
の
ニ
マ
八
％
）
か
ら
八
五
年
七
三
二
億
ド
ル
（
同
二
〇

・
○
％
）
へ
二
・
二
倍
に
膨
張
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
輸
出

に
お
い
て
は
、
鉄
銅
、
一
般
機
械
、
輸
送
機
械
八
自
動
車
）
の

競
争
力
は
急
激
に
低
下
し
、
輸
送
機
械
（
自
動
車
）
、
電
気
機

械
の
輸
入
が
増
加
し
て
い
る
。
八
二
か
ら
八
四
年
に
か
け
て
、

わ
が
国
の
輸
出
は
二
一
〇
億
ド
ル
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
電
気
機
械
七
六
億
ド
ル
、
輸
送
機
械
五
七
億
ド
ル
、
一
般
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
1
眺
爾
　
　
　
　
　
　
文
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

械
四
六
億
ド
ル
、
精
密
機
械
で
八
億
ド
ル
増
加
し
て
い
る
。
輸
出
急
増
は
こ
れ
ら
の
部
門
の
製
造
コ
ス
ト
が
技
術
進
歩
に
よ
り
低
下
し
た

の
み
な
ら
ず
、
品
質
、
機
能
面
で
競
争
力
が
強
化
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
経
済
は
設
備
投
資
”
技
術
革
新
の
立
ち
遅
れ
か
ら
機

械
工
業
部
門
の
完
成
品
の
輸
入
の
み
な
ら
ず
、
組
立
に
必
要
な
部
品
、
半
製
品
の
輸
入
が
急
増
し
た
の
で
あ
る
。
自
動
車
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
、
工
作
機
械
等
の
主
要
な
部
品
が
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
る
度
合
が
高
く
な
る
と
（
表
皿
一
1
）
国
内
商
品
の
需
要
の
減
少
を
背
景
と

し
て
労
働
生
産
性
の
向
上
、
技
術
進
歩
、
設
備
投
資
の
立
ち
遅
れ
が
す
す
み
、
ま
す
ま
す
部
品
輸
入
が
急
増
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
こ
う
し
た
事
態
の
発
生
は
ア
メ
リ
カ
の
景
気
に
深
い
か
げ
を
お
と
し
た
。

　
極
端
な
高
金
利
政
策
を
継
続
し
た
結
果
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
景
況
は
八
O
年
代
に
入
る
と
悪
化
し
た
。
と
く
に
、
八
二
年
に
は
、
景

気
の
悪
化
が
顕
著
と
な
っ
た
。
対
前
年
比
実
質
経
済
成
長
率
マ
イ
ナ
ス
二
二
％
、
民
間
設
備
投
資
マ
イ
ナ
ス
四
・
七
％
、
民
間
住
宅
投

資
マ
イ
ナ
ス
一
五
・
0
％
、
在
庫
投
資
マ
イ
ナ
ス
一
・
四
％
、
純
輸
出
マ
イ
ナ
ス
○
・
四
％
を
記
録
し
た
。
た
だ
失
業
率
の
み
が
七
・
五

％
か
ら
九
・
六
％
へ
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
公
定
歩
合
は
、
七
六
年
五
・
二
％
、
七
七
年
六
％
で
あ
っ
た
が
、
七
九
年
一
二
％
、
八
○
年
一
三
％
、
八
一
年
一
二
％
に

引
き
あ
げ
ら
れ
、
長
期
に
わ
た
る
金
融
引
締
・
高
金
利
政
策
が
景
気
後
退
を
促
進
し
た
。
金
利
が
高
く
な
り
、
景
気
が
悪
く
な
る
と
、
借

入
金
に
依
存
し
て
設
備
投
資
を
す
る
資
本
家
も
い
な
い
し
、
住
宅
投
資
を
行
う
人
も
少
な
く
な
る
。
設
備
の
稼
動
率
も
低
下
し
て
い
る
か

ら
、
更
新
投
資
も
立
ち
遅
れ
、
技
術
の
進
歩
か
ら
と
り
の
こ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
工
業
製
品
を
資
本
財
、
ハ
イ
テ
ク
製
品
、
自
動
車
・
同
関
連
部
品
、
消
費
財
に
区
分
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
の
中
で
は
、
資
本
財
、
ハ

イ
テ
ク
製
品
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
八
四
年
以
降
に
お
い
て
は
、
資
本
財
は
輸
出
よ
り
は
輸
入
が
増
え
て
お
り
、

と
く
に
工
作
機
械
は
主
要
な
輸
出
品
の
一
つ
か
ら
輸
入
品
の
一
つ
に
転
換
し
て
い
る
。
世
界
市
場
の
中
で
ゆ
る
ぎ
な
い
地
位
を
占
め
て
い



た
ハ
イ
テ
ク
製
品
に
つ
い
て
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
半
導
体
を
含
む
部
品
生
産
、
工
作
機
械
は
技
術
進
歩
に
立
ち
遅
れ
、
日
本
及
び
外

国
か
ら
の
輸
入
が
急
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
皿
1
2
）
。
一
九
七
五
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
総
輸
出
の
う
ち
ハ
イ
テ
ク
製
品
二
六
．
○

弥
を
嘗
め
（
日
本
一
九
・
八
％
）
第
一
位
で
あ
っ
た
。
八
四
年
に
は
三
〇
・
四
％
と
な
っ
た
が
、
日
本
の
三
二
二
％
に
第
一
位
の
席
を

ゆ
ず
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
総
輸
入
の
う
ち
ハ
イ
テ
ク
製
品
の
占
ぬ
る
割
合
は
、
二
・
七
％
（
日
本
七
・
一
％
）
か
ら

二
〇
・
O
％
（
日
本
一
〇
・
九
％
）
へ
急
増
し
て
い
る
。
電
気
機
械
工
業
へ
の
投
資
の
重
要
さ
が
改
た
め
て
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、
商
品
・
技
術
の
開
発
に
よ
っ
て
国
際
競
争
力
を
強
化
し
て
き
た
ハ
イ
テ
ク
産
業
部
門
は
輸
出
に
よ
っ
て
莫
大
な
利

潤
を
猛
得
し
、
そ
れ
を
研
究
開
発
に
投
資
し
、
新
た
な
商
品
開
発
に
成
功
し
て
、
輸
出
の
増
加
を
図
る
と
い
う
仕
組
み
が
で
き
あ
が
っ
■
た

の
で
あ
る
。
商
品
・
技
術
の
開
発
が
国
際
競
争
力
の
原
因
で
あ
る
と
同
時
に
国
際
競
争
力
が
強
い
と
い
う
こ
と
が
商
品
．
技
術
開
発
の
投

資
を
増
加
さ
せ
る
条
件
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
原
因
が
結
果
と
な
り
、
結
果
が
原
因
と
な
っ
て
、
技
術
進
歩
と
国
際
競
争
力
と
が
相
互

に
作
用
し
あ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
高
金
利
政
策
下
に
お
け
る
更
新
投
資
の
繰
り
の
べ
、
技
術

進
歩
の
立
ち
遅
れ
、
設
備
の
稼
動
率
の
悪
化
が
競
争
力
の
低
下
、
商
品
輸
入
の
増
加
を
も
た
ち
し
た
。
外
国
か
ら
の
商
品
輸
入
の
増
加
に

よ
っ
て
、
既
存
設
備
の
操
業
度
も
低
下
し
、
技
術
進
歩
の
た
め
の
投
資
が
遅
れ
る
と
い
う
悪
循
環
が
く
り
か
え
さ
れ
呑
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
高
金
利
政
策
は
、
イ
ン
フ
レ
対
策
、
い
わ
ゆ
る
ド
ル
価
値
の
安
定
を
目
標
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、

ア
メ
リ
カ
ヘ
の
資
本
流
入
に
よ
り
ド
ル
高
・
円
安
相
場
を
形
成
し
、
輸
入
商
品
の
増
加
と
輸
出
競
争
力
の
低
下
を
ひ
き
お
こ
し
た
だ
け
で

な
く
、
い
っ
そ
う
根
本
的
に
は
、
設
備
投
資
の
減
退
、
技
術
進
歩
の
立
ち
遅
れ
と
い
う
産
業
構
造
の
弱
体
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

一
〇
数
％
の
利
子
を
支
払
っ
て
、
貨
幣
資
本
を
借
入
れ
、
企
業
規
模
の
拡
大
、
新
鋭
設
備
投
資
を
行
い
う
る
資
本
家
は
少
な
い
か
ら
で
あ

る
。
技
術
革
新
の
は
げ
し
い
資
本
財
・
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
は
、
技
術
開
発
投
資
が
遅
れ
た
結
果
、
価
格
競
争
の
み
な
ら
ず
品
質
や

　
　
－
円
高
・
ド
ル
安
の
根
拠
に
つ
い
て
一
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六
四

機
能
な
ど
の
非
価
格
競
争
に
遅
れ
、
部
品
の
多
く
を
海
外
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
電
気
機
械
工
業
、
自
動
車
工
業
、

一
般
機
械
等
新
鋭
技
術
を
応
用
し
た
複
合
的
な
工
業
の
立
ち
遅
れ
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
。

4

財
政
赤
字
と
高
金
利
政
策

　
高
金
利
政
策
が
長
期
に
わ
た
っ
て
採
用
さ
れ
た
結
果
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
後
退
は
、
循
環
的
な
も
の
か
ら
構
造
的
な
も
の
へ
、
一
時
的

な
現
象
か
ら
長
期
的
な
様
相
を
呈
し
た
。
そ
こ
で
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
対
策
と
同
時
に
景
気
浮
揚
政
策
の
必
要
性
が
強
く
求
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
八
一
年
末
か
ら
景
気
は
悪
化
し
、
八
二
年
の
実
質
G
N
P
は
対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
二
二
％
、
民
間
設
備
投
資
同
マ
イ
ナ

ス
四
・
七
％
を
記
録
し
た
。
民
間
住
宅
投
資
は
八
O
～
八
二
年
の
い
ず
れ
も
対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
（
二
〇
・
三
％
、
五
・
五
％
、
一
五
・

○
％
）
と
な
り
、
七
九
年
対
比
で
は
八
二
年
に
は
六
四
・
二
％
の
水
準
ま
で
低
下
し
た
の
で
あ
る
。
八
一
年
の
失
業
率
七
．
五
％
は
八
二

年
に
な
る
と
九
・
六
％
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
景
気
対
策
と
し
て
浮
上
し
た
の
は
、
わ
が
国
の
よ
う
に
公
共
事
業
を
中
心
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

し
た
も
の
で
は
な
く
、
大
規
模
の
所
得
減
税
で
あ
っ
た
。

　
八
一
年
一
〇
月
五
％
の
所
得
減
税
に
端
を
発
し
、
翌
年
一
〇
月
一
〇
％
、
八
三
年
七
月
一
〇
％
の
三
回
に
わ
た
っ
て
、
当
初
か
ら
み
て

二
一
二
・
〇
五
％
の
大
規
模
の
減
税
措
置
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
規
模
は
八
三
年
度
七
一
〇
億
ド
ル
（
一
ド
ル
n
二
三
六
・
四
円
で
換
算
す

れ
ば
一
六
兆
八
千
億
町
）
、
名
目
G
N
P
比
二
・
二
％
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
の
減
税
措
置
は
一
時
的
、
臨
時
的
な
も
の
で
は
な
く
長
期
的
、

恒
常
的
な
影
響
を
与
え
、
翌
年
度
以
降
の
歳
入
に
波
及
し
た
。
八
四
年
度
一
、
〇
四
五
億
ド
ル
、
八
五
年
度
一
、
二
一
四
億
ド
ル
、
八
六

年
度
一
、
四
七
二
億
ド
ル
の
減
収
が
見
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
法
人
税
の
減
税
も
同
時
に
実
施
さ
れ
、
八
三
年
度
七
三
億
ド
ル
、
八

四
年
度
四
九
億
ド
ル
、
八
五
年
度
一
二
六
億
ド
ル
、
八
六
年
度
一
四
四
億
ド
ル
の
減
収
が
見
込
ま
れ
、
減
税
措
置
に
よ
る
減
収
は
八
三
年



図皿一4　連邦歳出および歳入の推移（GNP比：％）
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度
七
三
〇
億
ド
ル
か
ら
八
七
年
度
一
、
七
二
六
億
ド
ル

に
膨
張
し
て
ゆ
く
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
昭
和
五
九
年

版
『
経
済
白
書
』
一
八
ペ
ー
ジ
）
。

　
八
二
～
八
六
年
の
五
年
間
に
財
政
赤
字
は
膨
張
し
、

九
、
六
三
三
億
ド
ル
、
（
各
々
、
一
、
二
七
九
億
ド
ル
、

二
、
〇
二
八
億
ド
ル
、
　
一
、
八
五
三
億
ド
ル
、
二
、
一
二
．

三
億
ド
ル
、
二
、
三
〇
〇
億
ド
ル
（
予
想
）
の
赤
字
）

に
達
し
た
。
国
内
景
気
の
対
策
の
た
め
に
採
用
さ
れ
た

大
規
模
の
減
税
政
策
は
、
当
初
予
定
し
て
い
た
よ
う
に

ア
メ
リ
カ
景
気
を
著
し
く
浮
揚
さ
せ
、
自
然
増
収
を
も

た
ら
さ
な
か
っ
た
し
、
減
税
と
同
時
に
福
祉
・
教
育
を

中
心
に
全
般
的
な
歳
出
削
減
を
図
ろ
う
と
し
た
け
れ
ど

も
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
八
五
年
度
末
に
お
け

る
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
の
債
務
残
高
は
約
二
兆
ド
ル
に

達
し
、
債
務
残
高
の
G
N
P
比
は
四
七
％
を
こ
え
て
い

る
。
こ
の
二
兆
ド
ル
の
う
ち
七
、
三
〇
〇
億
ド
ル
の
債

務
は
四
年
間
に
累
積
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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六

　
国
債
と
い
う
の
は
、
す
で
に
消
費
さ
れ
て
し
ま
っ
て
も
は
や
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
資
本
の
紙
製
複
本
、
国
家
に
対
す
る
債
務
請

求
権
、
租
税
の
先
取
り
請
求
権
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
財
政
赤
字
が
国
債
発
行
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
塾
と
し
て
も
、
現
在
の
ア
メ
リ

カ
に
あ
っ
て
は
、
中
央
銀
行
引
受
に
よ
っ
て
国
債
を
発
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
か
。
紙
製
複
本
の
増
発
は
イ
ン
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
大
量
の
国
債
発
行
は
、
市
中
銀
行
、
証
券
会
社
、
生
命
保
険
会
社
、
個
人
投
資
家
お
よ
び
外
国
法
人
等
に
よ

っ
て
引
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
量
に
発
行
さ
れ
た
国
債
が
円
滑
に
消
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、
高
金
利
政
策
が
維
持
さ
れ
ね
ば
惚

ら
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
大
規
模
の
財
政
赤
字
お
よ
び
経
常
収
支
の
赤
字
（
八
二
～
五
年
の
経
常
収
支
赤
字
は
、
四
六
〇
億

ド
ル
、
て
〇
七
四
億
ド
ル
、
一
、
一
七
七
億
ド
ル
で
、
三
年
間
に
二
、
七
一
一
億
ド
ル
）
お
よ
び
財
政
赤
字
に
よ
っ
て
資
金
不
足
の
状

況
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
宮
崎
義
一
氏
は
、
そ
の
著
書
『
世
界
経
済
を
ど
う
み
る
か
』
（
岩
波
新
書
、
一
一
九
八
六
年
）
に
お
い
て
、
八
五
年

の
ア
メ
リ
カ
の
企
業
部
門
の
資
金
不
足
四
六
〇
億
ド
ル
、
政
府
部
門
の
不
足
一
、
二
二
九
億
ド
ル
、
個
人
部
門
の
過
剰
八
二
九
億
ド
ル
、

差
引
九
三
四
億
ド
ル
の
資
金
の
不
足
が
生
じ
、
そ
の
不
足
分
は
海
外
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
不
足
分
を
海
外

か
ら
補
填
す
る
た
め
に
、
高
金
利
政
策
を
維
持
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
財
政
赤
字
↓
長
期
資
本
収
支
黒
字
は
高
金
利
政
策

を
媒
介
に
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
年
々
累
積
債
務
が
増
大
す
る
と
同
時
に
技
術
進
歩
は
立
ち
遅
れ
、
海
外
か
ら
の
直
接
投
資
に

よ
っ
て
経
済
再
建
が
図
ら
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
公
共
事
業
に
よ
る
景
気
刺
激
政
策
は
、
ま
ず
セ
メ
ン
ト
、
鉄
骨
、
建
築
資
材
等
生
産
財
お
よ
び
資
本
財
の
需
要
と
低
所
得
者
の
雇
用
を
拡
大

　
　
し
、
迂
回
し
て
他
産
業
に
波
及
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
減
税
に
よ
る
景
気
対
策
は
、
収
入
所
得
の
増
加
に
よ
る
消
費
財
の
需
要

　
　
拡
大
を
通
じ
で
生
産
財
お
よ
び
資
本
財
の
需
要
拡
大
に
結
び
つ
い
て
ゆ
く
。
と
こ
ろ
で
ア
メ
リ
カ
の
一
二
二
拓
に
及
ぶ
減
税
が
最
終
的
に
は
質
素

　
　
財
・
生
産
財
等
の
生
産
手
段
生
産
部
門
の
拡
大
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
わ
け
は
、
一
方
で
は
減
税
に
よ
る
所
得
の
増
加
が
、
政
府
の
公
共
事



業
の
よ
う
に
、
す
べ
て
商
品
の
購
入
に
向
け
ら
れ
ず
、
余
裕
資
金
と
貯
蓄
に
ま
わ
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
減
税
措
置
の
恩
恵
を
受
け
た
の

は
、
低
所
得
階
層
よ
り
も
高
額
所
得
者
層
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
所
得
減
税
が
実
施
さ
れ
て
も
、
直
接
に
は
消
費
購
買
力
に
す
べ
て
向
け
ら
れ
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
で
は
、
減
税
に
よ
る
所
得
の
増
大
部
分
が
消
費
財
の
購
入
に
充
当
さ
れ
る
場
合
で
も
、
当
初
予
想
し
た
よ

う
に
ア
刃
リ
カ
白
鼠
の
商
品
の
購
入
に
の
み
充
当
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
大
半
は
ド
ル
高
に
よ
っ
て
下
落
し
て
い
る
外
国
商
品
、
品
質
、
機

能
、
デ
ザ
イ
ン
、
納
期
等
の
面
で
著
し
ぐ
水
準
を
高
め
て
い
る
外
国
商
品
と
所
得
と
が
交
換
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
所
得
減
税
に
よ
る
旺
盛
な
消
費

需
要
の
形
成
ば
、
精
力
的
に
商
品
・
技
術
開
発
を
推
進
し
て
き
た
日
本
の
商
品
輸
出
に
ま
た
と
な
い
市
場
の
提
供
と
な
っ
た
。
消
費
財
に
お
け
る

最
新
鋭
の
技
術
力
、
デ
ザ
イ
ン
や
形
や
色
彩
の
面
で
の
商
品
開
発
、
新
技
術
の
応
用
に
よ
る
高
水
準
の
商
品
開
発
、
複
合
的
な
技
術
や
多
角
化
戦

略
に
よ
る
商
品
の
開
発
、
既
存
技
術
の
展
開
等
の
成
果
が
ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
輸
出
拡
大
に
よ
り
明
確
な
形
で
実
証
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
所

得
減
税
に
と
も
な
う
生
活
必
需
品
の
需
要
拡
大
は
、
輸
入
増
を
も
た
ら
し
、
国
内
生
産
物
の
消
費
拡
大
、
ひ
い
て
は
国
内
生
産
の
拡
張
と
い
う
よ

う
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
大
規
模
減
税
は
ア
メ
リ
カ
商
品
よ
り
も
日
本
商
品
の
需
要
拡
大
に
貢
献
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
o
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